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前
　
言

　

日
本
統
治
期
に
お
け
る
台
湾
人
の
海
外
活
動
に
は
、
少
な
く
と
も

二
つ
の
大
き
な
地
域
が
含
ま
れ
る
。
一
つ
は
中
国
大
陸
、
も
う
一
つ

は
南
洋
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
中
国
大
陸
に
い
た
人
数
の
方
が
多

い
。
時
間
的
に
は
次
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
前
期
は
一
八

九
七
年
か
ら
一
九
三
一
年
ま
で
、
中
期
は
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三

六
年
ま
で
、
後
期
は
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
で
あ
る
。

前
期
は
福
建
省
へ
、
親
族
訪
問
、
墓
参
、
漁
業
労
働
に
行
く
者
が
多

か
っ
〉
1
〈

た
。
中
期
に
は
日
本
が
中
国
を
侵
略
し
、
満
洲
国
が
作
ら
れ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
級
下
級
の
官
僚
や
技
術
者
が
必
要
と
さ
れ
、

多
く
の
人
が
満
洲
国
へ
と
向
か
っ
た
。
後
期
は
一
九
三
七
年
七
月
七

日
の
盧
溝
橋
事
件
が
起
こ
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
各
地
に
政
権
が

で
き
、
汪
精
衛
政
権
な
ど
も
や
は
り
人
手
を
必
要
と
し
た
た
め
、
台

湾
人
は
籍
を
偽
っ
て
官
僚
体
系
に
加
わ
っ
〉
2
〈

た
。
ま
た
台
湾
人
は
多
く

の
言
語
を
使
え
る
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
通
訳
や

秘
書
と
な
っ
た
者
も
多
い
。
こ
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
台
湾
で
は
、

早
い
時
期
か
ら
台
湾
人
の
中
国
に
お
け
る
抗
日
活
動
を
中
心
に
研
究

が
な
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
は
、「
台
湾
籍
民
」
の
研
究
が
中
心
で

あ
っ
た
。
こ
こ
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
は
、
中
国
で
も
主
に
「
台

湾
同
胞
の
抗
日
活
動
」
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
福
建
省
に

お
け
る
台
湾
籍
民
の
研
究
も
か
な
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
国
民
政
府
及
び
重
慶
に
い
た
台
湾
人
を
研
究
す
る
だ
け
で

は
、
そ
の
他
の
日
本
の
勢
力
範
囲
下
の
地
域
に
い
た
台
湾
人
を
理
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
十
数
年
前
か
ら
満
洲
国
や

日
本
統
治
期
に
お
け
る
台
湾
人
の
中
国
で
の
活
動 

　
─
─
満
洲
国
と
汪
精
衛
政
権
に
い
た
人
々
を
例
と
し
て
─
─
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汪
精
衛
政
権
の
下
で
活
動
し
た
台
湾
人
へ
の
取
材
を
始
め
、
継
続
的

に
文
章
を
発
表
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
も
次

第
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
中
期
、
後
期
に
中
国
の
傀
儡
政
権
、
つ
ま
り
中
国
共
産

党
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
偽
満
」〔
訳
注
＝
偽
満
洲
国
〕、「
汪
偽
」〔
汪

精
衛
の
偽
政
権
〕
に
い
た
台
湾
人
に
的
を
し
ぼ
っ
て
、
検
討
す
る
こ

と
に
す
る
。
主
と
し
て
傀
儡
政
権
下
に
お
け
る
台
湾
人
を
研
究
す

る
。
こ
の
研
究
の
最
も
難
し
い
点
は
、
民
族
主
義
や
国
家
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
触
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
国
民
政
府

に
従
っ
て
中
国
で
抗
日
活
動
を
し
た
台
湾
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
多

く
の
台
湾
人
が
淪
陥
区
〔
日
本
に
占
領
さ
れ
た
地
区
〕
に
い
た
。
そ

の
た
め
日
本
と
通
じ
て
い
た
具
体
的
な
事
実
が
な
く
て
も
、
親
日
的

で
あ
っ
た
と
い
う
批
判
は
免
れ
が
た
い
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
台

湾
の
黒ヘ
イ
パ
ン幇

や
〉
3
〈

浪
人
を
描
き
、
そ
れ
を
道
徳
的
観
点
や
国
家
的
観
点
か

ら
責
め
た
て
る
の
は
、
そ
れ
な
り
に
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
教
育
、

医
療
、
商
工
業
な
ど
の
職
に
就
き
、
正
当
な
道
で
生
計
を
立
て
て
い

た
台
湾
人
を
描
こ
う
と
す
る
と
、
民
族
主
義
の
下
で
彼
ら
に
か
ぶ
せ

ら
れ
た
罪
と
い
う
も
の
を
考
慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
第
二

に
難
し
い
問
題
は
、
資
料
が
足
り
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
国
各
地
に

散
ら
ば
っ
て
い
た
台
湾
人
に
つ
い
て
の
完
全
な
資
料
を
入
手
す
る
の

は
難
し
い
。
日
本
の
外
交
史
料
館
に
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
中
国
各
地
に
駐
在
し
て
い
た
日
本
領
事

に
よ
る
台
湾
籍
民
に
つ
い
て
の
報
告
や
、
旅
券
資
料
で
あ
る
。
さ
ら

に
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
漢
奸
や
戦
犯
に
つ
い

て
の
資
料
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
資
料
で
は
充
分
と
は
言
え
な

い
。
第
三
に
難
し
い
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
戦
後
、
中
国
政
府
は
台

湾
人
に
漢
奸
・
戦
犯
裁
判
を
お
こ
な
っ
た
。
正
式
に
刑
が
下
さ
れ
る

こ
と
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
恐
怖
感
が
社
会
に
広
が
り
、

海
外
経
験
を
持
つ
台
湾
人
は
み
な
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
。
特
に

二
・
二
八
事
件
で
は
多
く
の
海
外
か
ら
の
帰
還
者
が
反
政
府
運
動
に

身
を
投
じ
た
た
め
、
政
府
か
ら
い
っ
そ
う
冷
た
い
目
を
向
け
ら

れ
〉
4
〈

た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
な
回
想
録
が
戒
厳
令
期
に
出
版

さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
集
め
る
の

は
か
な
り
難
し
か
っ
た
。
比
較
的
大
規
模
な
研
究
が
展
開
で
き
た
の

は
、
一
九
八
七
年
に
戒
厳
令
が
解
か
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
台
湾
人
が
な
ぜ
中
国
に
向

か
っ
た
の
か
、
彼
ら
は
ど
の
政
権
の
統
治
下
に
い
て
、
ど
う
い
っ
た

職
業
に
就
い
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
、
日
本

降
服
後
に
台
湾
人
が
直
面
し
た
苦
境
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ

し
て
中
国
大
陸
で
の
経
験
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
ど
の
よ
う
な
プ
ラ

ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
　
台
湾
人
が
「
中
国
大
陸
」
に
向
か
っ
た
理
由

　

一
八
九
五
年
六
月
、
日
本
は
台
湾
の
植
民
統
治
を
始
め
た
。
台
湾

人
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
前
途
が
制
限
さ
れ
、
台
湾
で
職
に
就
き
、
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教
育
を
受
け
る
機
会
が
か
な
り
減
っ
た
。
よ
っ
て
中
国
に
行
っ
て

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
中
国
へ
赴
く
者
は

少
数
で
は
あ
っ
た
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
特
に
日
本
統
治
の
後
期

に
は
、
政
府
に
徴
集
さ
れ
て
赴
く
者
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
し

た
。
以
下
に
台
湾
人
が
日
本
の
勢
力
範
囲
下
に
あ
る
中
国
へ
と
進
出

し
た
理
由
を
分
析
す
る
。

㈠
　
進
学

　

日
本
人
は
台
湾
人
子
弟
の
教
育
に
差
別
的
な
待
遇
を
設
け
た
。
こ

の
こ
と
は
争
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
早
く
か
ら
学
者
た
ち
に

よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
多
く
を
述
べ
な
い
。
高

等
教
育
を
例
に
と
る
と
、
一
九
二
八
年
に
台
北
帝
国
大
学
が
設
立
さ

れ
た
。
だ
が
毎
年
の
募
集
人
数
は
、
わ
ず
か
三
、四
百
人
に
過
ぎ

ず
、
台
湾
人
は
一
〇
〇
人
に
も
達
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
高
等
教

育
を
受
け
た
い
と
い
う
台
湾
人
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
〉
5
〈
た
。
台
湾
で
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
者
に
は
、
二
つ
の
道
が
選

択
で
き
た
。
一
つ
は
日
本
に
留
学
す
る
道
で
あ
る
。
差
別
的
な
待
遇

を
受
け
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
学
費
は
高
か
っ
た
。
こ
の
道
を
選

ん
だ
者
の
多
く
は
金
持
ち
の
子
弟
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
中
国
へ

行
っ
て
進
学
す
る
道
で
あ
る
。
比
較
的
貧
し
い
家
の
子
弟
や
、
日
本

統
治
を
嫌
う
者
、
あ
る
い
は
民
族
意
識
を
そ
れ
な
り
に
備
え
て
い
る

者
が
こ
の
道
を
選
ん
〉
6
〈

だ
。
中
国
に
お
け
る
教
育
の
質
は
ま
ち
ま
ち
で

あ
っ
た
。
だ
が
選
択
で
き
る
名
門
校
は
多
く
、
学
費
も
安
か
っ
た
。

華
僑
の
身
分
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
学
費
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
ま
し
て
や
中
国
に
も
日
本
人
が
経
営
す
る
学
校
が
あ
っ
た
。
医

学
学
校
を
例
に
と
る
と
、
奉
天
の
満
洲
医
科
大
〉
7
〈

学
、
青
島
東
亜
医
学

専
門
学
校
、
平
壌
医
学
専
門
学
校
な
ど
が
あ
〉
8
〈

り
、
こ
れ
ら
の
学
校
は

台
湾
人
の
憧
れ
の
学
校
と
な
っ
て
い
た
。

㈡
　
求
職

　

台
湾
人
が
官
僚
体
系
に
入
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
選
考
を
経
て
普

通
文
官
試
験
、
高
等
文
官
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と

え
試
験
に
通
っ
て
も
、
い
い
職
業
が
見
つ
か
る
と
は
限
ら
な
か
っ

た
。
も
し
上
記
の
ル
ー
ト
を
通
さ
な
け
れ
ば
、
就
業
の
チ
ャ
ン
ス
は

さ
ら
に
限
ら
れ
た
。
職
業
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
に
加
え
、
同
じ
仕

事
で
あ
る
の
に
報
酬
が
異
な
る
こ
と
も
、
問
題
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

教
育
界
の
職
に
就
け
ば
、
同
じ
よ
う
に
訓
導
、
教
）
1
（
諭
で
あ
っ
て
も
、

日
本
人
の
給
料
は
台
湾
人
の
六
割
増
し
で
あ
っ
〉
9
〈

た
。
同
じ
よ
う
に
台

北
工
業
学
校
を
卒
業
し
て
も
、
電
力
会
社
の
仕
事
に
配
属
さ
れ
た
後

に
受
け
取
る
日
給
や
交
通
手
当
て
は
、
台
湾
人
で
あ
れ
ば
日
本
人
よ

り
少
な
か
っ
〉
10
〈

た
。
日
本
の
占
領
区
域
内
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
政
府
」

が
林
立
し
た
と
き
、
台
湾
人
は
官
僚
体
系
に
入
り
込
ん
だ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
仕
事
に
就
い
た
り
す
る
機
会
を
得
て
、
そ
の
能
力
を

発
揮
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
七
年
に
日
本
は
上
海
を
占
領
し
て
、

「
大
道
市
政
府
」
を
設
立
し
た
。
市
長
の
蘇
錫
文
は
台
湾
人
で

あ
っ
〉
11
〈

た
。
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㈢
　
商
売

　

公
的
な
機
関
の
ほ
か
に
、
商
売
も
台
湾
人
の
昔
な
が
ら
の
職
業
で

あ
り
、
極
め
て
得
意
と
し
て
き
た
分
野
で
あ
る
と
言
え
る
。
早
期
に

は
、
例
え
ば
林
本
）
2
（
源
の
一
族
が
廈
門
で
両
替
商
を
開
き
、
福
建
省
政

府
に
お
金
を
貸
す
こ
と
ま
で
し
て
い
〉
12
〈

た
。
ま
た
今
は
亡
き
ヤ
ク
ル
ト

の
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
陳
重
光
は
、
上
海
で
通
華
銀
行
を
開
設
し

て
い
〉
13
〈

た
。
他
に
も
た
く
さ
ん
の
人
々
が
小
さ
な
商
売
を
営
ん
で

い
〉
14
〈

た
。

㈣
　
日
本
人
統
治
へ
の
抵
抗

　

植
民
統
治
の
辛
酸
を
嘗
め
つ
く
し
た
こ
と
か
ら
、
漢
民
族
の
政
府

に
心
を
寄
せ
て
い
た
台
湾
人
の
一
部
は
、
往
々
に
し
て
中
国
大
陸
へ

と
向
か
い
、
台
湾
総
督
府
に
よ
る
圧
迫
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
。
だ
が

国
民
政
府
が
統
轄
す
る
地
域
で
は
就
業
の
機
会
が
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
日
本
の
占
領
地
に
移
り
住
ん
で
、
戦
争
の
歳
月
を
、
身
を
潜
め

て
や
り
過
ご
す
し
か
な
か
っ
た
。
例
え
ば
台
湾
文
化
協
）
3
（

会
の
一
員
で

あ
っ
た
簡
仁
南
医
師
は
、
大
連
で
医
者
を
し
て
い
〉
15
〈

た
。
彭
華
英
は
台

湾
民
衆
）
4
（

党
の
重
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
満
洲
に
行
き
、
電
信
電

話
会
社
で
秘
書
を
し
て
い
〉
16
〈

た
。
呂
芳
魁
は
満
洲
国
の
建
国
大
学
の
学

生
（
第
三
期
）
で
あ
っ
た
。
一
九
四
三
年
、
建
国
大
学
の
学
生
は
満

洲
国
政
府
に
む
り
や
り
徴
兵
さ
れ
軍
隊
に
入
れ
ら
れ
た
。
一
九
四
五

年
五
月
、
呂
芳
魁
は
日
本
の
四
国
に
配
属
さ
れ
た
が
、
同
学
の
游
禎

徳
と
日
本
を
逃
れ
、
六
月
に
は
中
国
共
産
党
の
晋
察
冀
革
命
根
拠
地

に
到
達
し
た
。
そ
こ
で
李
子
秀
と
名
を
変
え
た
。
一
九
四
六
年
二

月
、
戦
車
の
地
雷
が
爆
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
殉
職
し
〉
17
〈

た
。

㈤
　
戦
争
期
間
中
の
台
湾
総
督
府
に
よ
る
徴
兵
や
徴
集

　

台
湾
人
が
中
国
へ
行
っ
た
経
緯
に
は
、
自
ら
志
願
し
て
行
っ
た
者

も
い
れ
ば
、
徴
集
さ
れ
、
拒
絶
で
き
ず
に
行
っ
た
者
も
い
る
。
例
え

ば
一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
そ
の
年
の
一
二
月
に

は
第
一
回
目
の
軍
夫
が
募
集
さ
れ
た
。
そ
の
任
務
は
南
京
攻
略
に
協

力
し
て
、
傷
つ
い
た
軍
人
を
病
院
へ
送
る
こ
と
で
あ
っ
〉
18
〈
た
。
さ
ら
に

農
業
義
勇
団
（
ま
た
は
軍
農
夫
と
も
呼
ば
れ
た
）
も
募
集
さ
れ
た
。

主
な
目
的
は
日
本
が
中
国
に
設
け
た
農
場
で
働
き
、
日
本
軍
の
た
め

に
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
〉
19
〈
た
。
ま
た
多
く
の

通
訳
も
徴
用
さ
れ
た
（
後
述
す
る
）。

二
　
異
な
る
親
日
政
権
下
に
い
た
台
湾
人

　

こ
の
節
で
は
、
主
に
満
洲
国
と
汪
精
衛
国
民
政
府
の
官
僚
組
織
に

い
た
台
湾
人
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
汪
精
衛
国
民
政
府
の
中
で
も
、

特
に
華
北
政
務
委
員
会
と
廈
門
市
政
府
と
に
分
け
て
考
え
る
と
、
こ

れ
ら
の
組
織
で
働
い
て
い
た
者
は
、
お
よ
そ
み
な
一
定
の
学
歴
や
レ

ベ
ル
、
訓
練
経
験
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
彼
ら
は
「
黒ヘ
イ
パ
ン幇

」
や

「
浪
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。



101──日本統治期における台湾人の中国での活動

㈠
　
満
洲
国
政
府

　

満
洲
国
は
一
九
三
二
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
外
交
部
を

見
る
と
、
総
長
（
帝
政
に
な
っ
て
か
ら
は
大
臣
と
改
め
ら
れ
た
）
は

謝
介
石
で
、
台
湾
の
新
竹
の
人
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
す
で
に
中
華
民

国
籍
に
改
め
て
い
〉
20
〈

た
）。
後
に
初
代
駐
日
大
使
（
も
と
は
公
使
）
を

務
め
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
七
年
の
五
年
余
り
の
間
、
外
交
部

の
職
に
就
い
て
い
た
。
重
要
な
職
権
は
日
本
人
の
次
長
、
大
橋
忠
一

の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
も
多
少
は
人
事
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
た
め
、
外
交
部
（
後
に
外
交
局
と
改
め
ら
れ
る
）
は
台

湾
人
が
最
も
多
い
部
署
と
な
っ
た
。
外
交
部
の
政
務
司
欧
美
科
〔
欧

米
科
〕
科
長
は
、
板
橋
林
家
の
林
景
仁
、
外
交
部
駐
汪
精
衛
政
権
済

南
総
領
事
の
呉
左
金
、
駐
泰
国
公
使
館
一
等
書
記
の
楊
蘭
洲
、
駐

「
中
華
民
国
」
通
商
代
表
部
高
等
官
の
黄
清
塗
、
外
交
部
秘
書
の
朱

叔
和
、
外
交
部
政
務
司
事
務
官
の
張
建
侯
、
外
交
部
秘
書
の
謝
喆
生

（
謝
介
石
の
子
）、
科
長
の
王
温
石
、
外
交
部
駐
日
商
務
官
の
楊
松
、

外
務
局
参
事
の
山
本
永
清
（
李
永
清
）、
外
交
局
調
査
司
二
科
の
李

水
清
、
外
交
部
特
約
医
生
〔
特
任
医
師
〕
の
黄
子
正
と
黄
樹
奎
な
ど

で
あ
〉
21
〈

る
。

　

さ
ら
に
『
満
華
職
員
録
』（
一
九
四
一
年
）
に
よ
っ
て
、「
満
洲
国

政
府
」
で
働
い
て
い
た
台
湾
人
を
見
る
と
、
中
央
に
は
多
く
の
台
湾

人
が
い
た
が
、
各
省
・
各
学
校
に
い
た
台
湾
人
は
比
較
的
少
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
参
議
府
で
参
事
官
を
務
め
た
洪
利
澤
、
総
務
庁

の
参
事
官
で
あ
っ
た
欧
陽
慶
一
、
官
需
局
の
事
務
官
で
あ
っ
た
許
伯

昭
、
大
陸
科
学
院
に
い
た
何
芳
陔
と
林
耀
堂
の
二
人
の
副
研
究
官
、

民
生
部
事
務
官
の
陳
亭
卿
、
新
京
医
科
大
学
教
授
の
郭
松
根
、
新
京

法
政
大
学
助
教
授
の
黄
演
淮
、
新
京
工
業
大
学
教
授
の
周
義
輝
と
黄

春
木
で
あ
〉
22
〈
る
。
こ
の
他
「
居
住
長
春
台
湾
省
民
名
〉
23
〈
簿
」、『
大
同
学
院

同
窓
会
名
〉
24
〈

簿
』、『
満
洲
国
政
府
公
〉
25
〈

報
』
か
ら
も
、
国
策
会
社
で
働
い

て
い
た
何
人
か
の
台
湾
人
が
見
つ
か
っ
た
。

㈡
　
汪
精
衛
国
民
政
府

　

中
央
政
治
委
員
会
に
は
軍
事
委
員
会
の
少
将
参
謀
で
あ
っ
た
謝
文

達
が
お
り
、
外
交
部
に
は
参
事
の
呉
克
竣
（
呉
敦
礼
、
か
つ
て
駐
日

横
浜
総
領
事
の
任
に
就
い
て
い
た
）
が
い
た
。
財
政
部
参
事
の
彭
盛

木
、
宣
伝
部
の
鍾
任（
壬
）寿
、
僑
務
委
員
会
委
員
の
藍
国
城
、
立
法

院
秘
書
の
林
基
、
廈
門
高
等
法
院
推
事
〔
判
事
〕
の
黄
際
沐
、
廈
門

地
方
法
院
代
理
院
長
の
黄
仲
康
、
廈
門
検
察
署
代
理
検
察
長
の
林
書

鵠
、
廈
門
地
方
法
院
検
察
署
検
察
官
の
陳
百
寧
、
考
試
院
参
事
の
陳

百
亭
が
い
〉
26
〈
た
。

　

上
海
特
別
市
政
府
の
中
に
は
、
専
員
の
陳
錫
卿
（
実
は
周
佛
海
の

秘
書
で
あ
っ
た
）
が
い
た
。
漢
口
特
別
市
政
府
に
は
警
察
司
秘
書
の

柯
大
樹
（
か
つ
て
漢
口
警
察
局
長
を
務
め
て
い
た
）
が
い
〉
27
〈

た
。
廈
門

特
別
市
政
府
に
は
廈
門
市
長
専
任
秘
書
で
あ
る
張
修
榮
ら
が
い
〉
28
〈
た
。

　

華
北
政
務
委
員
会
の
下
に
は
、
政
務
庁
情
報
局
長
の
林
文
龍
が
い

た
。
国
立
北
京
師
範
学
院
に
は
、
教
育
倫
理
学
部
の
副
教
授
で
あ
る
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洪
耀
勳
、
地
学
部
教
授
の
林
朝
棨
、
芸
術
科
教
授
兼
主
任
の
柯
政

和
、
体
育
学
部
教
授
兼
主
任
の
林
朝
権
、
音
楽
学
部
教
授
の
江
文

也
、
工
芸
専
修
科
副
教
授
の
張
秋
海
が
い
〉
29
〈

た
。

　

さ
ら
に
『
華
北
政
府
職
員
録
』
を
見
て
み
る
と
、
一
九
四
一
年
か

ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
間
に
在
職
し
た
医
師
と
教
授
を
少
し
ば
か
り

補
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
北
京
鉄
路
医
院
院
長
の
林
茂
生
、

北
京
大
学
・
北
京
師
範
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
洪
炎
秋
、
国
立
北
京

芸
術
専
科
学
校
の
絵
画
科
西
洋
画
ク
ラ
ス
の
教
授
と
北
京
師
範
大
学

の
大
工
芸
術
講
師
を
務
め
た
郭
柏
〉
30
〈

川
、
さ
ら
に
北
京
大
学
理
学
部
で

教
鞭
を
執
っ
た
蘇
子
蘅
副
教
授
が
い
〉
31
〈

た
。

　

華
北
地
区
で
は
さ
ら
に
彰
化
の
人
で
あ
る
黄
南
鵬
が
、
陸
軍
少

将
・
華
北
治
安
軍
第
二
集
団
司
令
を
務
〉
32
〈

め
、
戦
後
は
蔣
介
石
に
よ
っ

て
北
平
憲
警
聯
合
会
事
務
所
の
主
任
に
任
じ
ら
れ
〉
33
〈
た
。

　

上
に
述
べ
た
通
り
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
三
年
に
か
け
て
の

『
満
華
職
員
録
』『
華
北
職
員
録
』
か
ら
は
、
一
連
の
名
簿
を
見
つ
け

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
四
十
数
年
間
に
わ
た
る
、
日
本
の
傀
儡

政
権
下
で
の
台
湾
人
の
す
べ
て
の
様
相
を
ま
と
め
る
こ
と
は
、
と
て

も
で
き
な
い
。

三
　
職
業
別
の
考
察

　

満
洲
国
・
北
京
・
南
京
あ
る
い
は
廈
門
の
四
つ
の
地
域
に
い
た
台

湾
人
を
大
ざ
っ
ぱ
に
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
台
湾
の
昔
な

が
ら
の
職
業
で
あ
る
商
業
に
従
事
し
て
い
た
人
数
が
最
も
多
い
こ
と

を
除
く
と
、
北
京
で
は
教
職
に
就
く
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
満
洲
国
で
は
、
教
職
関
係
者
、
官
僚
、
医
療
関
係
者
の
ほ
か

に
、
工
業
部
門
で
働
く
人
材
も
た
く
さ
ん
い
た
。
廈
門
で
は
、
裁
判

所
関
係
の
職
に
就
く
者
が
比
較
的
多
く
、
南
京
で
は
、
公
職
に
就
く

者
が
多
か
っ
た
。
だ
が
以
上
の
よ
う
な
区
域
の
特
色
だ
け
で
、
日
本

の
勢
力
範
囲
下
に
い
た
台
湾
人
を
考
察
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
足
り
な

い
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
次
か
ら
は
職
業
別
に
考

察
し
て
み
る
。

㈠
　
商
人

　

台
湾
で
は
か
ね
て
よ
り
商
売
を
重
ん
じ
る
伝
統
が
あ
っ
た
。
中
国

に
深
く
入
り
込
ん
で
商
売
を
す
る
こ
と
は
、
早
く
も
清
代
に
は
普
遍

的
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
日
本
統
治
期
も
そ
れ
は
続
い
て
い
た
。
現

在
残
っ
て
い
る
最
も
早
い
時
期
の
旅
券
資
料
を
取
り
上
げ
て
み
る

と
、
彼
ら
が
行
っ
た
場
所
の
大
半
が
廈
門
で
あ
り
、
七
割
以
上
が
商

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
〉
34
〈

る
。
ま
た
一
九
三
九
年
の
『
南
支
那
年
鑑
』
に
残
さ
れ
て

い
る
「
廈
門
居
留
民
会
名
簿
」
で
は
、「
商
号
、
勤
先
」
欄
か
ら
職

業
の
分
布
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
台
湾
人
の
多
く
が
雑

貨
、
米
穀
、
骨
董
な
ど
の
商
売
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
〉
35
〈
る
。
さ

ら
に
一
九
四
三
年
の
『
華
南
商
工
人
名
録
』
に
は
広
東
や
香
港
に
い

た
商
工
業
者
の
店
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
も
た
く
さ
ん
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の
台
湾
人
の
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
商
人
は
多
い

が
、
彼
ら
が
営
ん
で
い
た
商
売
の
状
況
は
、
知
る
術
が
な
い
。
商
人

の
中
で
は
、
李
天
生
が
、『
天
星
回
憶
録
』
と
い
う
回
想
録
を
残
し

て
い
る
。
彼
は
一
九
三
九
年
か
ら
南
京
に
滞
在
し
、
上
海
一
帯
で
両

替
商
を
開
き
、
運
輸
会
社
を
組
織
し
、
質
屋
を
営
ん
〉
36
〈
だ
。
こ
こ
か
ら

彼
ら
の
商
売
を
め
ぐ
る
状
況
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。㈡

　
医
師

　

医
師
は
自
由
業
で
あ
り
、
官
庁
に
完
全
に
依
存
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
。
よ
っ
て
日
本
統
治
期
に
お
け
る
台
湾
人
の
あ
こ
が
れ
の
職

業
で
あ
っ
た
。
台
湾
で
は
台
湾
総
督
府
医
学
校
（
台
湾
医
学
専
門
学

校
・
台
北
帝
国
大
学
医
学
部
）
に
通
っ
て
医
学
教
育
を
受
け
る
ほ

か
、
日
本
の
各
医
大
、
医
学
専
門
学
校
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
中
国
の
満
洲
医
科
大
学
へ
行
っ
て
学
ん
だ

者
も
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
満
洲
で
医
療

に
従
事
し
た
医
師
は
、
合
わ
せ
て
二
一
七
人
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
満

洲
で
医
学
教
育
を
受
け
た
者
の
ほ
か
に
、
台
北
帝
大
の
医
学
部
や
日

本
の
公
立
医
学
校
か
ら
や
っ
て
来
る
医
師
な
ど
も
い
〉
37
〈

た
。
そ
の
中

に
、
大
連
で
博
愛
医
院
を
開
い
た
孟
天
成
が
い
る
。
博
愛
医
院
の
規

模
は
満
鉄
医
院
に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
名
が
知
ら
れ
て
い

た
。
彼
は
さ
ら
に
カ
ラ
ア
ザ
ー
）
5
（

ル
と
い
う
病
気
の
研
究
も
行
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
さ
ら
に
進
ん
だ
治
療
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
〉
38
〈
た
。

　

満
洲
だ
け
で
な
く
、
華
南
一
帯
に
も
た
く
さ
ん
の
医
師
が
い
た
。

例
え
ば
廈
門
に
は
范
増
泉
な
ど
、
合
わ
せ
て
二
三
名
の
医
師
が

い
〉
39
〈

た
。
だ
が
次
の
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
医
師
免
許

を
持
た
ず
、
医
術
の
経
験
を
持
つ
だ
け
の
者
、
あ
る
い
は
医
学
校
を

休
学
し
た
者
や
漢
方
医
も
、
み
な
医
師
を
自
称
し
て
、
廈
門
一
帯
で

医
療
に
従
事
し
て
い
た
。
彼
ら
の
学
歴
は
、
正
規
の
教
育
を
受
け
た

医
師
に
は
及
ば
な
い
が
、
現
地
の
人
々
の
信
頼
を
広
く
集
め
、
業
績

は
悪
く
な
か
っ
〉
40
〈

た
。

㈢
　
通
訳
・
秘
書
・
諜
報
員

　

日
本
は
台
湾
を
統
治
し
た
が
、
台
湾
に
は
た
く
さ
ん
の
言
語
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
「
通
訳
」
と
い
う
職
が
設
け
ら
れ
、
政
府
の
正
式
な
組
織
の

中
に
組
み
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
判
任
官
に
通
じ
る
出
世
の
早
道
で
も

あ
っ
た
。
台
湾
人
は
ふ
つ
う
み
な
私
塾
の
教
育
を
受
け
る
か
、
中
国

語
の
先
生
を
呼
ん
で
中
国
語
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め

中
国
大
陸
へ
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
た
く
間
に
北
京
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
閩
南
語
や
客
家
語
そ
の
も
の
を
使
っ
て
、

日
本
占
領
下
の
閩
南
地
区
で
通
訳
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
五

年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
日
中
戦
争
の
間
、
た
く
さ
ん
の
閩
南
語
、
客

家
語
、
北
京
語
の
通
訳
が
必
要
と
さ
れ
た
。
よ
っ
て
台
湾
人
は
軍
人

で
な
く
て
も
次
々
と
戦
場
へ
と
送
ら
れ
、
準
戦
闘
隊
員
と
さ
れ
た
。
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一
九
三
七
年
、
台
湾
総
督
府
は
軍
夫
、
通
訳
の
徴
集
を
始
め
た
。
通

訳
は
敵
と
味
方
の
双
方
を
つ
な
ぐ
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ

ら
に
斥
候
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
危
険
を
と
も
な
っ
た
。
戦

地
の
通
訳
は
一
般
の
軍
夫
よ
り
も
危
険
で
あ
っ
た
。
同
年
九
月
、
日

本
軍
は
広
州
侵
攻
に
備
え
て
、
バ
イ
ヤ
ス
湾
と
海
南
島
に
上
陸
し

た
。
そ
し
て
た
だ
ち
に
こ
れ
ま
で
何
ら
軍
事
訓
練
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
医
師
、
弁
護
士
、
会
社
の
役
員
を
徴
用
し
て
通
訳
に
充
て
た
。

記
録
に
よ
る
と
、
公
学
校
の
教
員
が
従
軍
す
る
こ
と
に
決
め
ら
れ
た

だ
け
で
な
く
、
徴
用
さ
れ
た
者
の
中
に
は
、
わ
ず
か
一
五
歳
の
龍
山

公
学
校
の
生
徒
、
楊
定
樹
も
含
ま
れ
て
い
〉
41
〈

た
。
一
九
四
一
年
一
二
月

八
日
に
始
ま
る
太
平
洋
戦
争
の
三
か
月
前
か
ら
、
日
本
軍
は
海
軍
通

訳
を
五
〇
名
、
陸
軍
通
訳
を
五
〇
名
集
め
て
戦
場
に
送
り
込
ん
だ
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
こ
と
ご
と
く
辛
酸
を
嘗
め
つ
く
し
た
。
戦
後
、
住

民
を
迫
害
し
た
と
名
指
し
さ
れ
、
船
を
購
入
し
て
台
湾
に
帰
ろ
う
と

し
た
と
き
に
捕
ら
え
ら
れ
、
一
〇
名
の
共
産
党
員
と
と
も
に
銃
殺
さ

れ
た
者
も
い
〉
42
〈
た
。

　

通
訳
の
ほ
か
に
秘
書
も
い
た
。
前
述
し
た
周
佛
海
の
秘
書
は
台
湾

人
で
あ
っ
た
。
廈
門
市
長
、
李
思
賢
の
機
密
秘
書
も
そ
う
で
あ
っ

た
。
秘
書
と
通
訳
、
諜
報
員
を
兼
ね
る
者
も
い
た
。
こ
れ
も
や
は
り

台
湾
人
が
二
つ
あ
る
い
は
三
つ
の
言
語
を
操
る
能
力
を
持
っ
て
い
た

た
め
で
あ
る
。

　

彭
盛
木
事
件
を
例
に
と
っ
て
見
て
み
よ
う
。
彭
は
上
海
同
文
書
院

を
卒
業
し
た
後
、
ま
ず
周
佛
海
の
日
本
語
通
訳
と
な
っ
た
。
汪
精
衛

国
民
政
府
が
で
き
る
と
、
財
政
部
の
参
事
と
な
っ
た
。
だ
が
彼
は
実

は
軍
）
6
（

統
の
特
務
で
あ
っ
た
。
一
九
四
一
年
の
末
、
汪
精
衛
政
権
の
特

工
〔
特
務
工
作
〕
総
部
に
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
時
は
周
佛
海
が
自
分

の
妻
の
弟
で
あ
る
楊
惺
華
を
保
証
人
と
し
て
派
遣
し
た
た
め
、
釈
放

さ
れ
た
。
彭
は
元
の
職
に
戻
り
、
後
に
は
財
政
部
の
専
員
と

な
っ
〉
43
〈

た
。
し
か
し
長
期
に
わ
た
り
、
汪
精
衛
政
権
と
日
本
政
府
と
の

間
で
結
ば
れ
た
密
約
や
、
そ
れ
に
関
わ
る
情
報
の
収
集
を
担
当
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
政
府
に
捕
ら
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
。
戦
後
、

妹
の
彭
淑
貞
は
二
・
二
八
事
件
に
関
わ
っ
た
夫
、
饒
維
岳
の
た
め

に
、
政
府
へ
陳
情
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
、
兄
の
彭
盛
木
の
足
跡
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

私
の
兄
の
彭
盛
木
は
、
中
央
の
職
に
就
き
、
特
務
の
仕
事
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。
た
び
た
び
私
の
夫
を
い
ろ
い
ろ
と
援
助

し
、
ま
た
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
重
大
な
任
務
を
ま
っ
と
う

さ
せ
、
国
の
た
め
に
力
を
尽
く
そ
う
と
、
抗
戦
の
時
期
も
苦
労

や
危
険
を
い
と
わ
ず
、
淪
陥
区
に
深
く
入
り
込
ん
で
、
使
命
を

達
成
し
ま
し
た
。
不
幸
に
も
六
年
前
、
上
海
で
敵
の
後
方
の
工

作
を
し
て
い
た
と
き
に
、
敵
に
陥
れ
ら
れ
て
殉
職
し
ま
し
た
。

…
〉
44
〈

…

㈣
　
武
官

　

台
湾
人
が
武
官
の
職
を
担
当
す
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。
そ
の

中
で
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
、
黄
南
鵬
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
す
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で
に
述
べ
た
。
も
う
一
人
の
藍
家
精
は
、
一
九
三
一
年
に
日
本
の
京

都
帝
国
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
た
。
一
九
三
七
年
、
日
本
に
お
い

て
中
国
の
「
華
中
派
遣
軍
司
令
部
」
の
職
に
就
い
た
。
一
九
四
〇
年

三
月
、
汪
精
衛
政
府
の
参
賛
〔
参
事
官
〕
武
官
公
署
の
少
将
と
い
う

武
官
に
就
い
〉
45
〈
た
。
後
に
中
将
に
昇
進
し
〉
46
〈
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
満
洲
建
国
第
二
軍
の
中
に
も
い
く
人
か
の
台
湾
人
が

加
わ
っ
て
い
た
。
蘇
潭
、
謝
美
洲
、
謝
龍
闊
、
王
桂
庭
、
林
建
寅
、

郭
良
、
陳
文
山
で
あ
〉
47
〈

る
。

㈤
　
警
察

　

地
方
警
察
と
な
っ
た
者
に
は
、
前
述
し
た
漢
口
市
警
察
局
局
長
の

柯
大
樹
の
ほ
か
に
、
文
学
者
の
劉
捷
も
い
た
。
彼
は
一
九
三
七
年
、

北
京
に
居
を
定
め
、
北
京
市
警
察
局
の
職
に
就
い
た
。
後
に
徐
州
蘇

北
警
察
教
練
所
に
行
き
、
日
本
語
教
師
と
な
っ
た
。
一
九
四
〇
年
、

徐
州
市
警
察
局
の
第
二
分
局
長
に
異
動
と
な
り
、
さ
ら
に
警
察
総
局

保
安
科
長
へ
と
転
任
し
〉
48
〈
た
。
ま
た
嘉
義
の
人
で
あ
る
藍
振
徳
は
か
つ

て
、
天
津
市
政
府
公
安
局
秘
書
・
北
京
市
政
府
警
察
局
諮
議
・
天
津

特
別
市
公
署
公
安
秘
書
・
北
京
市
政
府
警
察
局
諮
議
・
天
津
特
別
市

公
署
警
察
局
特
務
科
長
同
公
署
処
外
事
処
科
長
・
外
事
処
処
長
な
ど

の
職
に
就
い
た
こ
と
が
あ
〉
49
〈

る
。

㈥
　
映
画
関
係
者

　

一
九
三
七
年
八
月
二
一
日
に
創
設
さ
れ
た
満
洲
映
画
協
会
に
も
、

台
湾
人
が
い
く
人
か
就
職
し
て
い
た
。
満
映
を
作
っ
た
主
な
目
的
の

一
つ
は
、
日
本
の
国
策
を
宣
伝
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
つ
ね

に
巡
回
映
画
チ
ー
ム
が
組
ま
れ
て
お
り
、
台
湾
人
も
そ
の
中
で
技
術

員
を
務
め
て
い
た
。
例
え
ば
、
自
動
車
学
校
を
卒
業
し
、
車
の
運
転

技
術
を
持
っ
た
呉
長
興
な
ど
で
あ
る
。
林
有
丁
ら
の
技
術
者
も

い
〉
50
〈

た
。
満
映
で
は
さ
ら
に
台
湾
人
監
督
の
張
天
賜
も
育
て
ら
れ
〉
51
〈

た
。

彼
は
一
九
四
〇
年
六
月
に
留
学
生
の
身
分
で
日
活
京
都
撮
影
所
に

入
っ
た
。
後
に
監
督
や
脚
本
を
担
当
し
た
。
彼
は
「
患
難
交
響
楽
」

な
ど
、
七
本
の
映
画
を
監
督
し
〉
52
〈

た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
勢
力
範
囲
下
の
中
国
に
い
た
台
湾
人

は
、
基
本
的
に
は
商
人
が
多
か
っ
た
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
医
師
・

官
吏
・
秘
書
・
通
訳
・
諜
報
員
・
軍
人
・
警
察
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
の
人
が
い
た
。
そ
の
大
部
分
が
自
力
で
中
国
大
陸
に
足
場
を
築
い

て
い
た
。
台
湾
人
が
中
国
へ
と
向
か
っ
た
共
通
の
理
由
は
、
生
活
の

た
め
で
あ
る
。
し
か
し
台
湾
人
の
身
分
は
特
殊
で
あ
り
、
国
籍
の
上

で
は
日
本
人
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
日
本
人
で
は
な
か
っ
た
。
民
族

の
上
で
は
漢
民
族
で
あ
っ
た
が
、
大
多
数
の
漢
民
族
と
は
異
な
り
、

中
華
民
国
の
国
籍
で
は
か
っ
た
。
台
湾
人
が
い
か
な
る
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
、
い
か
な
る
選
択
を
し
た
の
か
。
こ
れ
は
政
権
が

何
度
も
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
人
の
本
当
の
思
い
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
の
は
難
し
い
。
た
と
え
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
取

材
中
に
何
度
も
推
敲
を
重
ね
た
と
し
て
も
、
つ
ね
に
記
憶
は
幾
重
に
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も
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
中
国
大
陸
で
の
経
験
を
持
つ

人
々
の
、
当
時
の
本
当
の
思
い
を
元
通
り
に
再
現
す
る
の
は
難
し

い
。

　

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
日
本
が
降
服
し
た
。
台
湾
人
は
い
っ

た
い
勝
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
負
け
た
の
か
。
自
分
で
は
勝
っ
た
と

思
お
う
が
、
負
け
た
と
思
お
う
が
、
降
服
し
た
と
考
え
よ
う
が
、
光

復
し
た
と
考
え
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
中
国
大
陸
に
い
た
こ
れ
ら

の
台
湾
人
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
次
に
日
本
が
降
服
し
た

後
の
台
湾
人
の
苦
境
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
併
せ
て
中
国
大
陸
で
の

経
験
が
戦
後
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
論
じ
た
い
。

四
　
日
本
が
降
服
し
た
後
の
台
湾
人
の
苦
境

　

日
本
が
降
服
し
た
後
、
中
国
に
い
た
元
台
湾
籍
の
日
本
兵
（
監
獄

管
理
員
・
通
訳
な
ど
の
軍
属
を
含
む
）
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

立
た
さ
れ
た
。
ま
ず
日
本
兵
と
分
け
ら
れ
、
そ
の
後
に
武
装
を
解
除

さ
れ
た
。
だ
が
中
国
人
は
彼
ら
の
こ
と
を
、
日
本
人
の
中
国
侵
略
を

手
助
け
し
た
漢
奸
だ
と
し
た
。
日
本
に
雇
わ
れ
、
軍
人
で
は
な
か
っ

た
台
湾
商
人
も
ま
た
、
虎
の
威
を
借
り
て
、
中
国
の
同
胞
を
ゆ
す

り
、
虐
げ
た
と
思
わ
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
明
ら
か
な
漢
奸
行
為
で
あ

る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
中
国
の
人
々
は
政
府
に
厳
重
に
処
分
す
る
よ

う
求
め
〉
53
〈

た
。
軍
統
の
戴
笠
の
命
で
作
ら
れ
た
粛
奸
委
員
会
は
、
漢
奸

を
法
廷
へ
と
送
り
込
ん
だ
。
台
湾
人
が
こ
う
し
た
中
で
直
面
し
た
苦

境
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
検
討
す
る
価
値
は
充
分
に

あ
る
。

㈠
　
逮
捕
さ
れ
漢
奸
・
戦
犯
と
し
て
裁
判
に
臨
ん
だ
恐
怖

　

国
民
政
府
は
戦
争
が
終
わ
る
と
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
に
漢
奸
を

逮
捕
す
る
動
き
を
開
始
し
た
。
ま
ず
軍
統
局
の
戴
笠
に
よ
っ
て
各
地

に
粛
奸
会
が
組
織
さ
れ
、
さ
ら
に
法
廷
に
引
き
渡
し
て
裁
判
が
行
な

わ
れ
た
。
台
湾
人
は
次
の
よ
う
に
抗
弁
し
た
。「
も
と
も
と
の
漢
奸

条
例
は
一
九
三
八
年
に
頒
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
台
湾
人
は
当

時
、
日
本
国
籍
で
あ
っ
た
。
ま
た
台
湾
人
は
文
官
で
は
郷
や
鎮
の
長

に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
武
官
で
は
団
長
に
な
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
よ
っ
て
漢
奸
と
い
う
罪
名
に
は
全
く
当
て
は
ま
ら
な
〉
54
〈

い
」。

丘
念
台
ら
の
台
湾
人
が
努
力
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
四
六
年
一
月

二
五
日
、
司
法
院
は
院
字
第
三
〇
七
八
号
に
よ
り
漢
奸
に
つ
い
て
の

解
釈
を
示
し
〉
55
〈

た
。
こ
の
解
釈
が
出
た
こ
と
に
よ
り
、
漢
奸
裁
判
を
し

て
い
た
各
地
の
地
方
法
院
高
等
検
察
処
は
漢
奸
を
こ
れ
以
上
受
け
付

け
な
く
な
っ
た
。
す
で
に
拘
束
さ
れ
て
い
た
者
も
釈
放
さ
れ
た
。
た

だ
、
一
部
の
犯
行
が
著
し
か
っ
た
者
は
上
海
に
護
送
さ
れ
、
南
京
の

戦
犯
法
廷
へ
移
さ
れ
て
処
理
さ
れ
〉
56
〈

た
。
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
〇
日

に
公
布
さ
れ
た
「
戦
争
罪
犯
審
判
条
例
」
は
合
計
三
三
条
あ
る
。
こ

こ
で
も
う
一
度
新
た
に
戦
犯
が
定
義
し
直
さ
れ
た
。
台
湾
人
は
中
国

籍
と
見
な
さ
れ
、
戦
争
時
に
罪
を
犯
し
て
い
れ
ば
有
罪
で
あ
る
と
さ

れ
た
。
年
末
に
な
る
と
、
三
三
一
三
号
は
釈
法
委
員
会
に
よ
っ
て
こ
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の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
。
戦
争
時
に
日
本
人
あ
る
い
は
敵
の
陣
営
の

た
め
に
尽
く
し
、
そ
の
行
為
が
国
際
法
に
違
反
す
る
台
湾
人
は
、
当

然
戦
犯
の
中
に
入
る
、
と〉

57
〈

。
こ
の
後
、
台
湾
人
は
こ
の
条
例
に
よ
っ

て
刑
が
量
ら
れ
た
。

　

台
湾
人
が
漢
奸
・
戦
犯
裁
判
に
よ
っ
て
刑
を
下
さ
れ
る
こ
と
は
、

決
し
て
多
く
な
か
っ
た
。
量
刑
も
ま
た
重
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
も

と
も
と
戦
争
と
い
う
状
況
の
下
で
政
府
が
戦
争
の
罪
を
追
及
す
る
た

め
に
必
要
な
法
律
の
手
段
で
あ
っ
て
、
台
湾
人
が
恨
み
を
抱
く
べ
き

こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
問
題
は
ま
ず
第
一
に
、
初
期
に
大
量

の
台
湾
人
が
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
恐
怖
感
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
な

か
な
か
収
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
下
さ
れ
た
刑
が

不
公
平
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る

と
、
満
洲
国
の
駐
汪
精
衛
中
華
民
国
済
南
総
領
事
を
務
め
た
呉
左
金

は
、
戦
後
に
な
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
彼
は
二
九
七
日
間
も
獄
に
つ
な

が
れ
た
後
、
よ
う
や
く
不
起
訴
処
分
と
な
っ
〉
58
〈
た
。
だ
が
汪
精
衛
政
権

で
駐
横
浜
総
領
事
の
職
に
就
い
て
い
〉
59
〈
た
呉
敦
礼
は
、
逮
捕
さ
れ
る
運

命
を
完
全
に
免
れ
た
。
彼
が
改
名
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
主
な
理

由
で
あ
る
。
台
湾
人
が
台
湾
を
離
れ
、
日
本
占
領
下
の
中
国
に
向
か

う
と
い
う
そ
の
と
き
に
、
戦
後
に
な
っ
て
台
湾
人
が
「
割
譲
罪
」
の

代
価
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
誰
が
予
想
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
。

㈡
　
財
産
の
剥
奪

　

国
民
政
府
は
一
九
四
六
年
一
月
一
四
日
に
「
関
於
朝
鮮
及
台
湾
人

産
業
処
理
辦
法
」（
朝
鮮
及
び
台
湾
人
の
財
産
処
理
に
つ
い
て
の
方

法
）
を
頒
布
し
た
。
そ
し
て
全
国
省
市
の
党
政
機
関
に
処
理
を
行
な

う
よ
う
厳
し
く
命
じ
た
。
処
理
の
方
法
は
二
つ
あ
っ
た
。「
一
、
朝

鮮
及
び
台
湾
の
公
有
財
産
に
属
す
る
も
の
は
す
べ
て
国
有
に
す
る
こ

と
。
二
、
朝
鮮
人
及
び
台
湾
人
の
私
産
に
属
す
る
も
の
は
、
行
政
院

の
敵
）
7
（

偽
処
理
方
法
の
規
定
に
な
ら
っ
て
、
処
理
局
が
接
収
、
保
管
及

び
運
用
す
る
こ
と
。
朝
鮮
あ
る
い
は
台
湾
人
民
は
す
べ
て
、
確
か
な

本
籍
を
提
出
し
、
次
の
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本

軍
の
特
務
工
作
に
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
、
日
本
の
勢
力
を
笠
に
着

て
本
国
の
人
民
を
虐
げ
な
か
っ
た
、
日
本
人
と
と
も
に
物
資
の
避
難

の
手
助
け
を
し
な
か
っ
た
、
ま
た
そ
の
主
犯
で
は
な
か
っ
た
、
と
い

う
証
明
で
あ
る
。
確
か
に
証
明
が
で
き
た
ら
、
私
産
を
行
政
院
に
報

告
し
て
査
定
し
て
も
ら
い
、
返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
〉
60
〈
る
」。

こ
の
令
が
出
さ
れ
る
と
、
中
国
に
い
た
台
湾
人
は
み
な
驚
き
お
の
の

い
た
。
中
で
も
も
っ
と
も
激
し
い
反
応
を
示
し
た
の
は
、
北
京
に
い

た
台
湾
人
で
あ
っ
〉
61
〈

た
。

　

こ
の
時
、
台
湾
省
旅
平
〔
在
北
平
、
す
な
わ
ち
在
北
京
〕
同
郷
会

及
び
台
湾
革
新
同
志
会
な
ど
の
団
体
は
た
だ
ち
に
各
方
面
に
走
り
回

り
、
こ
の
や
り
方
を
取
り
消
す
よ
う
求
め
た
。
国
民
政
府
主
席
の
蔣

介
石
、
行
政
院
長
の
宋
子
文
に
直
訴
し
た
だ
け
で
な
く
、
北
平
〔
北
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京
〕・
天
津
・
上
海
・
福
建
・
広
東
・
台
湾
な
ど
の
関
係
機
関
と
党

に
も
抗
議
文
を
送
っ
た
。
政
府
は
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
こ
の
方
法
を

取
り
消
し
た
〉
62
〈

が
、
大
陸
に
い
た
台
湾
人
の
心
に
、
こ
の
上
な
く
大
き

な
傷
を
残
し
た
。

㈢
　
は
る
か
な
る
帰
郷
の
旅
路

　

一
九
四
六
年
一
月
、
中
国
陸
軍
総
司
令
部
は
こ
う
考
え
た
。
台
湾

人
の
意
識
は
す
で
に
内
地
（
中
国
国
内
）
の
人
間
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
特
務
に
な
っ
た
り
、
中
国
の
民
衆
を
虐
げ
た
り
し
た
者
も
い

る
。
こ
の
た
め
、
台
湾
人
が
国
内
で
自
由
に
住
む
こ
と
は
許
さ
な

い
、
と
。
そ
こ
で
「
台
湾
人
処
理
辦
法
」
を
立
案
し
、
台
湾
人
を
ま

と
め
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
〉
63
〈

た
。
こ
う
い
っ
た
情
勢
に
直
面
し
、

ま
た
長
ら
く
帰
郷
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
台
湾
人

は
で
き
る
だ
け
早
く
故
郷
に
帰
り
た
い
と
願
っ
た
。
し
か
し
戦
後
の

復
旧
で
慌
し
く
、
交
通
も
不
便
で
あ
っ
た
。
廈
門
・
汕
頭
に
い
た
少

数
の
台
湾
人
や
、
自
ら
（
ま
た
は
合
同
で
）
船
を
雇
っ
た
者
は
台
湾

に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
そ
れ
以
外
の
者
は
、
台
湾
に
戻
る
船

が
あ
る
港
に
集
ま
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
す
で
に
職
を

失
っ
て
い
た
た
め
、
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
も
か
な
り
困
難
で
あ
っ

た
。
ま
し
て
や
、
上
述
し
た
黒ヘ
イ
パ
ン幇
や
、
戦
時
中
、
日
本
人
に
協
力
し

た
台
湾
人
も
存
在
し
た
た
め
、
各
地
の
台
湾
人
の
境
遇
が
み
な
同
じ

で
あ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
廈
門
の
人
は
台
湾
人
に
激
し
い
報
復

活
動
を
行
な
っ
た
。「
分
を
わ
き
ま
え
大
人
し
く
し
て
い
た
廈
門
在

住
の
台
湾
人
同
胞
に
対
し
、
ゆ
す
り
を
か
け
て
あ
れ
こ
れ
と
巻
き
上

げ
た
。
さ
ら
に
は
不
動
産
や
家
屋
ま
で
占
領
す
る
こ
と
も
あ
り
、
台

湾
の
民
は
身
の
置
き
所
も
な
く
彷
徨
っ
た
。
も
っ
と
ひ
ど
い
場
合
に

は
、
ゆ
す
り
に
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
漢
奸
の
濡
れ
衣
を

着
せ
ら
れ
、
拘
禁
さ
れ
た
。
そ
の
数
は
一
二
〇
人
余
り
に
も
達
す

る
。
ま
た
拘
禁
は
三
か
月
か
ら
六
か
月
と
一
定
で
な
か
っ
た
。
ま
る

で
廈
門
の
人
は
台
湾
人
を
死
地
に
追
い
込
ん
で
し
ま
う
ま
で
、
や
め

よ
う
と
し
な
い
か
の
よ
う
で
あ
っ
〉
64
〈

た
」。
広
州
で
も
状
況
は
芳
し
く

な
か
っ
た
。
当
時
、
台
湾
人
の
店
舗
は
、
日
に
何
度
も
略
奪
に
遭
っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
専
ら
台
湾
人
だ
け
を
ね
ら
っ
て
手
を
下
す
盗

賊
も
い
た
。
こ
の
良
好
と
は
い
え
な
い
態
度
は
、
丘
念
台
の
努
力
も

あ
り
、
ま
た
孫
立
人
の
率
い
る
新
一
軍
が
広
州
に
入
っ
た
こ
と
で
和

ら
い
だ
。
だ
が
台
湾
人
の
帰
郷
へ
の
手
助
け
に
つ
い
て
は
、
改
善
さ

れ
な
か
っ
〉
65
〈

た
。
満
洲
に
い
た
台
湾
人
は
、
道
の
り
が
は
る
か
に
遠
い

こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
存
分
に
苦
痛
を
味
わ
っ
た
。
彼
ら
は
連
合
国

救
済
復
興
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ａ
）
に
助
け
を
求
め
る
ほ
か
な
か
っ

た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
台
湾
に
次
々
と
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
〉
66
〈

た
。

㈣
　
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
の
就
学
、
就
職
問
題

　

日
本
が
降
服
し
た
後
、
中
国
に
い
た
大
半
の
台
湾
人
は
、
長
い
長

い
帰
郷
の
路
に
着
い
た
。
し
か
し
帰
郷
後
に
直
面
し
た
の
は
、
就
学

と
失
業
の
問
題
だ
っ
た
。
戦
後
、
中
国
東
北
部
に
い
た
台
湾
人
は
、
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台
湾
省
行
政
長
官
公
）
8
（
署
に
陳
情
し
た
。
そ
の
と
き
の
第
三
条
で
こ
う

述
べ
て
い
る
。

　
　

先
に
東
北
の
大
学
、
中
学
、
小
学
校
の
各
学
校
を
卒
業
し
た
学

生
は
、
台
湾
に
戻
っ
た
時
期
に
関
わ
ら
ず
、
み
な
相
応
の
学
校

に
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
就
学
で
き
な
い
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
〉
67
〈

い
。

政
府
も
台
湾
人
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
大
半
の
者
は
学
業
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
涂
南
山
は
も
と
も
と
建
国
大
学
で
学
ん

で
い
た
が
、
戦
後
、
東
北
大
学
に
合
格
し
た
。
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら

は
、
台
湾
大
学
工
学
部
土
木
学
科
に
合
格
し
た
（
後
に
経
済
学
部
に

移
〉
68
〈
る
）。
袁
柏
偉
は
北
京
の
中
国
大
学
で
学
ん
で
い
た
が
、
台
湾
に

帰
っ
て
か
ら
は
台
湾
大
学
の
動
物
学
部
で
学
ん
〉
69
〈

だ
。
葉
歩
獄
は
も
と

も
と
新
京
医
科
大
学
で
学
ん
で
い
た
が
、
や
は
り
台
湾
大
学
の
医
学

部
に
入
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
〉
70
〈
た
。

　

就
学
の
問
題
は
解
決
で
き
た
が
、
就
職
問
題
は
さ
ら
に
難
し
か
っ

た
。
医
師
を
例
に
と
る
と
、
東
北
部
に
い
た
医
師
は
、
華
北
・
華

中
・
華
南
に
い
た
医
師
よ
り
も
台
湾
に
帰
る
時
期
が
遅
れ
た
た
め
、

公
の
病
院
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
東
北
に
置
い
て
き

た
資
産
も
な
く
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
開
業
す

る
資
金
も
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
往
々
に
し
て
身
を
屈
め
、
衛
生
所

で
機
会
を
待
っ
た
。
例
え
ば
、
台
北
の
台
湾
総
督
府
医
学
校
を
卒
業

し
た
陳
章
哲
は
、
満
洲
で
は
仁
済
医
院
を
開
い
て
い
た
。
し
か
し
台

湾
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
彰
化
県
社
頭
郷
の
衛
生
所
に
勤
め
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
〉
71
〈
た
。
さ
ら
に
、
専
門
技
能
を
持
た
な
い
人
た
ち
は
、

台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
失
業
の
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
　
中
国
大
陸
で
の
経
験
が
及
ぼ
し
た
影
響

　

日
本
の
占
領
区
に
い
た
台
湾
人
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
整
っ
て

い
な
い
。
こ
の
た
め
、
そ
の
影
響
を
全
面
的
に
分
析
す
る
の
は
難
し

い
。
ま
ず
以
下
の
い
く
つ
か
の
点
に
テ
ー
マ
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
影

響
を
考
え
て
み
る
。

㈠
　
複
雑
さ
を
見
せ
る
心
性

　

日
本
統
治
期
の
台
湾
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ど
こ
に
あ
っ
た

か
。
こ
れ
を
究
明
す
る
の
は
難
し
い
。
台
湾
人
は
日
本
の
統
治
を
五

〇
年
間
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
台
湾
人
に
（
特
に
日
本
統
治
期
に
生

ま
れ
た
者
に
）、
日
本
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
全
く
な
く
、
祖
国

中
国
だ
け
に
あ
っ
た
と
言
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
過
酷
な
要
求
で
あ

る
。
一
八
九
七
年
五
月
八
日
以
後
、
台
湾
に
い
た
台
湾
人
は
そ
の
ま

ま
す
ん
な
り
と
日
本
国
籍
と
な
っ
た
。
名
義
上
は
大
日
本
帝
国
の
民

で
あ
る
。
だ
が
台
湾
は
外
地
で
あ
り
、
台
湾
籍
民
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
こ
と
ご
と
く
差
別
待
遇
を
受
け
た
。
し
か
し
台
湾
か

ら
足
を
踏
み
出
せ
ば
、
特
に
中
国
に
お
い
て
は
、
日
本
帝
国
の
庇
護

の
下
で
、
領
事
裁
判
権
を
持
ち
、
雑
多
で
過
酷
な
税
を
納
め
る
必
要

も
な
く
、
特
権
を
享
受
し
た
。
台
湾
総
督
府
も
台
湾
人
が
大
和
民
族
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と
な
る
よ
う
働
き
か
け
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
中
国
に
帰
っ
て
日

本
人
の
統
治
を
覆
そ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
う
考
え

た
。
台
湾
が
光
復
し
よ
う
が
（
右
派
）、
解
放
さ
れ
よ
う
が
（
左

派
）、
い
ず
れ
に
せ
よ
中
国
に
頼
っ
て
日
本
を
打
ち
負
か
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
台
湾
人
の
運
命
は
中
国
と
固
く
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
る
、
と
。
そ
し
て
中
国
国
民
党
、
中
国
共
産
党
に
入
っ
た
。

さ
ら
に
は
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
支
持
を
受
け
て
成
立
し
た

台
湾
共
産
党
に
入
る
者
も
い
た
。
し
か
し
ま
た
別
の
一
群
も
い
た
。

台
湾
籍
民
を
羨
む
こ
と
な
く
、
ま
た
国
民
党
に
つ
い
て
重
慶
に
行
っ

た
り
、
共
産
党
に
つ
い
て
延
安
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
淪

陥
区
に
住
ん
だ
。
彼
ら
は
中
国
の
民
衆
が
日
本
を
恨
む
あ
ま
り
台
湾

人
を
も
恨
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
に
災
い
が
ふ
り
か
か
ら
な

い
よ
う
に
と
、
籍
を
偽
り
、
福
建
籍
、
広
東
籍
を
装
っ
た
。
彼
ら
は

た
だ
職
を
持
ち
、
安
ら
か
に
暮
ら
し
楽
し
く
働
き
た
か
っ
た
だ
け
で

あ
る
。
決
し
て
深
い
政
治
的
な
考
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
戦
後
、
中
国
は
戦
勝
国
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
現
実
に
基
い

て
、
台
湾
人
は
つ
ね
に
自
分
の
過
去
を
こ
う
釈
明
し
た
。「
身
は
敵

方
に
あ
っ
た
が
、
心
は
や
は
り
漢
民
族
の
政
府
に
あ
っ
）
9
（

た
。
戦
争
の

報
せ
が
伝
わ
る
と
、
祖
国
が
勝
利
し
、
私
た
ち
の
領
土
が
返
っ
て
く

る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を
、
黙
っ
て
祈
ら
な
い
こ
と
は
な
か
っ
〉
72
〈

た
」。

実
際
に
は
、
大
陸
で
の
経
験
を
持
ち
、
日
本
の
占
領
区
内
に
い
た
こ

と
か
ら
、「
日
本
臭
さ
」
を
完
全
に
は
ら
い
の
け
る
こ
と
は
難
し

か
っ
〉
73
〈

た
。
し
か
し
彼
ら
は
非
常
に
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。
台
湾
人

は
日
本
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
教
育
を
受
け
た
た
め
、
日
本

人
の
後
に
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
、
何
か
を
な
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
〉
74
〈

た
、
と
。
こ
の
言
葉
は
台
湾
人
の
や
る
せ
な
さ
を
言
い
尽
く
し

て
い
る
。

㈡
　
白
色
テ
ロ
の
時
期
に
逮
捕
さ
れ
た
者

　

一
九
四
七
年
に
二
・
二
八
事
件
が
勃
発
す
る
前
か
ら
、
長
官
公
署

は
す
で
に
海
外
経
験
を
持
つ
者
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
事
件
が
発

生
す
る
と
、
果
た
し
て
予
想
し
た
通
り
に
な
っ
た
。
確
か
に
海
外
経

験
を
持
つ
者
の
中
に
は
立
ち
上
が
っ
て
、
政
府
に
対
抗
し
た
者
が
い

る
。
政
府
も
ま
た
大
目
に
見
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
つ
い

に
、
二
・
二
八
事
件
の
前
後
に
何
件
か
の
政
治
事
件
が
発
生
し
た
。

次
に
満
洲
経
験
を
持
つ
者
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
よ
う
。

⑴　

二
・
二
八
事
件

　

高
雄
に
、
も
と
満
洲
国
建
国
大
学
六
期
〉
75
〈

生
の
顔
再
策
と
い
う
人
物

が
い
た
。
彼
は
後
輩
た
ち
、
す
な
わ
ち
高
雄
第
一
中
学
の
学
生
を
率

い
て
、
敢
死
隊
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
高
雄
の
駅
に
駐
在
し
て
い
た

憲
兵
を
追
い
出
そ
う
と
し
た
が
、
銃
弾
に
当
た
っ
て
亡
く
な
っ
〉
76
〈

た
。

阿
里
山
ツ
ォ
ウ
族
の
湯
守
仁
は
、
も
と
関
東
軍
の
少
尉
で
あ
っ
た
。

や
は
り
部
族
の
者
を
率
い
て
山
を
下
り
、
紅
毛
埤
〔
嘉
義
市
に
あ
る

小
さ
な
山
〕
を
攻
め
落
と
し
、
さ
ら
に
嘉
義
の
水
上
飛
行
場
を
包
囲

し
た
。
後
に
郷
長
の
高
一
生
に
呼
び
戻
さ
れ
た
。
政
府
は
し
ば
ら
く

彼
ら
を
処
分
し
な
か
っ
〉
77
〈

た
。
日
本
の
関
東
軍
少
尉
で
あ
っ
た
黄
信
卿
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は
、
事
件
の
最
中
、
埔
里
隊
を
組
織
し
て
、
隊
長
と
な
り
、
二
七

部
）
10
（

隊
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
〉
78
〈

た
。
台
湾
広
播
電
台
で
文
書
係
の
総

幹
事
を
務
め
た
陳
亭
卿
と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
陳
嘉
濱
は
、
二
・
二
八

事
件
の
際
、
放
送
局
で
「
暴
民
」
の
た
め
に
放
送
を
流
し
た
と
し

て
、
一
年
六
か
月
の
有
期
懲
役
を
言
い
渡
さ
れ
、
公
権
を
一
年
間
剥

奪
さ
れ
〉
79
〈

た
。
以
上
が
、
満
洲
経
験
を
持
つ
者
が
二
・
二
八
事
件
の
中

で
「
示
し
た
態
度
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
著
者
が

「
満
洲
建
大
事
件
」
と
呼
ぶ
事
件
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

⑵　

満
洲
建
大
事
件

　

一
九
四
八
年
春
、
満
洲
の
建
国
大
学
で
学
び
、
台
湾
に
帰
っ
て
き

た
者
た
ち
が
、
同
大
の
先
輩
、
李
水
清
の
家
で
集
会
を
開
い
て
い
た

と
き
に
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
林
慶
雲
・
黄
山
水
・
游
海
清
・

朱
子
英
・
游
禎
徳
・
孫
順
天
の
七
人
が
い
た
。
一
年
余
り
の
調
査
を

経
た
後
、
林
慶
雲
は
「
共
同
で
暴
動
の
方
法
を
謀
り
、
政
府
を
転
覆

し
よ
う
と
企
て
た
」
と
い
う
理
由
で
、
懲
役
五
年
の
判
決
を
下
さ

れ
〉
80
〈
た
。
李
水
清
は
三
年
の
刑
を
下
さ
〉
81
〈
れ
、
黄
山
水
は
二
年
の
刑
を
下

さ
れ
〉
82
〈
た
。
も
う
一
人
の
建
大
生
、
涂
南
山
は
矢
内
原
忠
雄
の
『
マ
ル

ク
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
』
を
翻
訳
し
た
こ
と
に
よ
り
、
匪
〔
共
産

党
〕
宣
伝
罪
の
罪
を
か
ぶ
せ
ら
れ
、
一
〇
年
の
判
決
を
受
け
、
公
権

を
七
年
間
剥
奪
さ
れ
〉
83
〈

た
。

㈢
　
満
洲
経
験
の
プ
ラ
ス
の
表
れ

　

満
洲
経
験
は
多
く
の
人
の
身
の
上
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
人
生
の

経
験
に
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

⑴　

台
湾
に
戻
り
国
立
台
湾
大
学
の
職
に
就
任

　

何
芳
陔
は
一
九
三
五
年
に
台
北
帝
国
大
学
農
学
部
を
卒
業
し
た
。

満
洲
に
い
た
時
期
に
は
、
大
陸
科
学
院
生
物
化
学
研
究
室
の
副
研
究

官
を
務
め
て
い
た
。
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
台
湾
大
学
農
学
部
食

品
化
学
科
の
教
授
と
な
っ
〉
84
〈

た
。
林
朝
棨
は
台
北
帝
大
地
質
学
部
を
卒

業
し
、
満
洲
で
は
新
京
工
礦
技
術
学
院
（
新
京
工
業
大
学
）
の
教
授

を
務
め
た
。
一
九
四
〇
年
に
北
京
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
。
台
湾
に

帰
っ
て
か
ら
は
、
台
湾
大
学
理
学
部
の
地
質
学
の
教
授
と
な
っ
た
。

林
耀
堂
は
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
、
台
湾
大
学
理
学
部
有
機
化
学
科
の

教
授
と
な
っ
〉
85
〈
た
。
郭
松
根
は
一
九
四
六
年
の
末
に
台
湾
に
帰
り
、
台

湾
大
学
医
学
部
の
教
授
と
な
っ
た
。
後
に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
台

湾
大
学
公
共
衛
生
学
部
の
学
部
長
を
務
め
〉
86
〈
た
。
黄
春
木
は
台
湾
に

帰
っ
た
後
、
ま
ず
台
中
師
範
学
校
の
職
に
就
き
、
後
に
台
湾
大
学
の

機
械
学
部
で
教
鞭
を
執
っ
〉
87
〈
た
。

　

高
等
職
業
学
校
の
校
長
と
な
っ
た
者
も
二
人
い
る
。
黄
演
淮
は
台

湾
に
帰
っ
た
後
、
台
中
家
事
職
業
学
校
の
校
長
を
務
め
〉
88
〈
た
。
廖
行
貴

は
、
台
湾
に
帰
っ
た
後
、
二
・
二
八
事
件
が
起
こ
る
直
前
に
高
雄
工

業
学
校
の
校
長
に
任
命
さ
れ
〉
89
〈

た
。

⑵　

台
北
市
政
府
の
中
の
東
北
グ
ル
ー
プ

　

中
国
東
北
部
に
い
た
台
湾
人
は
、
次
々
と
台
北
市
政
府
に
入
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
呉
三
連
が
一
九
五
〇
年
に
台
北
市
政

府
の
市
長
と
な
っ
た
こ
〉
90
〈

と
と
関
係
し
て
い
る
。
戦
争
中
、
呉
は
日
本
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か
ら
天
津
に
渡
り
、
商
売
を
営
ん
で
い
た
。
戦
後
、
天
津
台
湾
同
郷

会
の
会
長
を
務
め
、
華
北
・
東
北
に
い
た
台
湾
人
を
台
湾
に
安
全
に

帰
す
手
助
け
を
し
た
。
彼
は
こ
こ
で
満
洲
経
験
を
持
つ
者
た
ち
と
知

り
合
う
。
満
洲
に
い
た
台
湾
人
は
、
み
な
す
で
に
北
京
語
を
使
う
こ

と
が
で
き
、
ま
た
行
政
職
に
も
適
し
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
次
々

と
北
京
市
政
府
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
満
洲
国
駐
泰
国
大

使
館
一
等
書
記
で
あ
っ
た
楊
蘭
洲
は
、
一
九
五
〇
年
に
工
務
局
長
に

任
じ
ら
れ
〉
91
〈

た
。
他
に
も
、
続
け
て
公
職
に
就
く
者
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
台
北
市
政
府
の
中
に
は
前
後
し
て
一
四
名
の
満
洲
帰
り
の
者
が

い
た
。
ゆ
え
に
彼
ら
は
「
東
北
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
た
。

⑶　

金
融
業
者

　

呉
金
川
は
日
本
の
東
京
商
科
大
学
の
商
業
修
士
で
あ
る
。
台
湾
に

帰
る
前
は
満
洲
中
央
銀
行
調
査
科
の
科
長
を
務
め
て
い
た
。
戦
後
、

張
嘉
）
11
（

璈
が
満
洲
の
金
融
を
接
収
す
る
の
を
助
け
た
。
一
九
四
九
年
八

月
、
合
作
金
庫
信
託
の
支
配
人
及
び
業
務
部
長
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
一
貫
し
て
銀
行
界
に
身
を
置
き
、
彰
化
銀
行
頭
取
の
任
期
中
に

退
職
し
〉
92
〈

た
。
高
湯
盤
は
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
、
華
南
銀
行
の
経
営
部

に
入
り
、
華
南
銀
行
の
総
支
配
人
・
第
一
商
業
銀
行
の
理
事
と

な
っ
〉
93
〈

た
。

⑷　

民
意
の
代
表
役
や
地
方
長
官
を
務
め
た
者

　

何
金
生
は
満
洲
の
維
城
国
民
高
等
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
。

台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
ま
ず
台
中
県
の
督
）
12
（

学
と
な
っ
た
。
そ
し
て

台
中
県
の
第
二
期
省
議
員
に
選
ば
れ
、
四
人
目
の
県
長
と
な
っ
〉
94
〈

た
。

張
芳
燮
は
一
九
五
二
年
に
台
湾
省
の
第
一
期
臨
時
省
議
会
議
員
と

な
っ
た
。
そ
の
後
も
続
け
て
議
員
と
な
り
、
一
九
五
七
年
に
桃
園
県

の
県
長
に
選
ば
れ
〉
95
〈

た
。
陳
錫
卿
は
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら
、
農
林
処
長

の
秘
書
を
務
め
た
。
後
に
推
さ
れ
て
彰
化
市
長
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
三
期
間
（
一
二
年
間
）
彰
化
県
の
県
長
に
当
選
し
〉
96
〈
た
。
謝
報
は

満
洲
国
で
は
錦
州
省
の
高
等
官
試
）
13
（

補
を
務
め
て
い
た
。
台
湾
に
帰
っ

て
か
ら
は
、
国
民
大
会
の
代
表
に
当
選
し
、
合
わ
せ
て
八
年
間
在
職

し
〉
97
〈

た
。

⑸　

技
術
者

　

工
業
学
校
を
卒
業
し
た
者
の
中
に
も
、
満
洲
の
工
業
大
学
に
進
ん

で
、
学
問
を
究
め
よ
う
と
し
た
者
が
い
る
。
他
に
、
台
北
工
業
学

校
・
台
南
工
業
学
校
の
卒
業
生
た
ち
も
満
洲
に
行
き
、
そ
の
建
設
に

加
わ
っ
て
、
満
洲
で
豊
富
な
経
験
を
積
ん
だ
。
台
湾
に
帰
っ
て
か
ら

は
、
彼
ら
の
大
半
が
台
湾
電
力
公
司
に
入
っ
た
。
例
え
ば
、
傅
慶
騰

は
、
台
湾
に
帰
っ
た
後
、
一
九
四
六
年
一
月
に
台
湾
電
力
公
司
高
雄

火
力
発
電
所
の
代
理
主
任
に
命
ぜ
ら
れ
〉
98
〈
た
。
こ
の
ほ
か
、
台
湾
電
力

公
司
に
は
王
立
財
・
汪
其
華
・
胡
珠
照
・
潘
国
慶
・
蔡
謀
泉
が

い
〉
99
〈

た
。
同
様
に
阜
）
14
（

新
発
電
廠
で
電
気
当
直
主
任
を
務
め
て
い
た
周
漢

陽
は
、
高
雄
煉
油
廠
の
仕
事
に
就
い
〉
100
〈

た
。
楊
藏
嶽
は
も
と
も
と
大
陸

科
学
院
で
働
い
て
い
た
が
、
戦
後
は
工
礦
公
司
の
電
工
業
分
公
司
第

一
廠
第
二
製
造
課
長
と
な
り
、
後
に
台
湾
電
力
公
司
に
入
っ
〉
101
〈
た
。
陳

永
祥
は
戦
前
、
満
洲
電
信
電
話
株
式
会
社
に
勤
め
て
い
た
。
台
湾
に

帰
っ
て
か
ら
は
、
台
湾
電
信
局
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
な
り
、
台
北
機
関
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区
の
係
長
と
な
っ
〉
102
〈
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
台
湾
人
の
海
外
経
験
は
、
戦
後
に
も
影
響
を

与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
も
し
こ
の
間
の
歴
史
を
究
明
し

な
け
れ
ば
、
戦
前
と
戦
後
の
台
湾
史
に
亀
裂
が
入
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
。

結
　
論

　

日
本
統
治
期
に
台
湾
人
が
中
国
大
陸
に
行
っ
た
経
験
は
、
こ
れ
ま

で
重
慶
で
国
民
政
府
に
身
を
投
じ
た
者
や
、
政
治
的
に
正
し
い
い
わ

ゆ
る
半
）
15
（

山
、
そ
し
て
日
本
帝
国
主
義
に
手
な
ず
け
ら
れ
た
台
湾
籍
民

の
黒ヘ
イ
パ
ン幇

・
浪
人
た
ち
の
研
究
の
み
に
光
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
研
究
は
、
当
時
の
台
湾
人
の
日
本
国
籍
と
い
う
身
分
を
完
全
に

無
視
し
て
お
り
、
日
本
政
府
の
台
湾
人
に
対
す
る
差
別
待
遇
を
非
難

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
傾
向
を
持
つ
研
究
で
は
、
日

本
統
治
期
の
台
湾
人
の
中
国
で
の
活
動
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
し

ま
う
。
一
つ
は
全
面
的
に
国
民
政
府
に
協
力
し
、
日
本
に
抵
抗
し
た

台
湾
人
。
も
う
一
つ
は
帝
国
主
義
に
操
ら
れ
た
親
日
家
や
、
悪
事
を

働
い
た
台
湾
人
で
あ
る
。
半
山
で
あ
ろ
う
が
、
黒ヘ
イ
パ
ン幇

で
あ
ろ
う
が
、

い
ず
れ
も
中
国
に
い
た
台
湾
籍
民
の
ご
く
わ
ず
か
に
過
ぎ
な
い
。
中

国
に
行
っ
て
生
計
を
立
て
よ
う
と
し
た
台
湾
人
は
、
そ
の
大
部
分
が

規
律
を
守
り
、
現
地
に
貢
献
も
し
た
。
こ
れ
ら
の
台
湾
人
に
つ
い
て

は
、
大
半
が
ま
だ
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

　

日
本
統
治
期
に
台
湾
人
が
な
ぜ
中
国
へ
行
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
主

に
進
学
・
求
職
・
商
売
の
た
め
で
あ
る
。
一
部
は
日
本
統
治
に
反
対

し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
戦
争
中
、
日
本
政
府
の
徴
用
に
応
じ

た
者
、
あ
る
い
は
望
ま
な
い
の
に
徴
用
さ
れ
た
者
も
い
る
。
彼
ら
の

「
中
国
大
陸
」
で
の
職
業
は
、
中
級
下
級
の
公
務
員
・
教
師
・
商

人
・
医
師
が
多
か
っ
た
。
特
に
汪
精
衛
政
権
（
華
北
政
務
委
員
会
を

含
む
）
や
満
洲
国
で
政
府
の
公
職
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
、
非
常
に

注
目
に
値
す
る
。
戦
後
、
中
国
の
各
淪
陥
区
に
分
散
し
て
い
た
こ
れ

ら
の
台
湾
人
の
中
に
は
、
現
地
の
人
の
報
復
的
な
虐
待
を
受
け
た
者

も
い
れ
ば
、
援
助
を
受
け
た
者
も
い
る
。
だ
が
台
湾
省
行
政
長
官
公

署
は
彼
ら
を
台
湾
に
帰
す
手
配
を
積
極
的
に
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。
彼
ら
が
万
里
の
隔
た
り
を
乗
り
越
え
、
台
湾
に
帰
り
着
い
た
と

き
に
は
、
学
業
や
職
業
が
中
断
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
に
直
面
し

た
。
さ
ら
に
は
台
湾
へ
帰
る
前
に
、
漢
奸
や
戦
犯
裁
判
の
問
題
に
直

面
し
た
人
も
い
る
。
二
・
二
八
事
件
が
起
こ
っ
た
時
に
、
海
外
経
験

を
持
つ
者
た
ち
は
、
立
ち
上
が
っ
て
政
府
に
対
抗
し
た
。
こ
の
た
め

事
件
後
の
白
色
テ
ロ
の
期
間
に
も
、
や
む
な
く
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
下
で
、
海
外
経
験
を
持

つ
者
た
ち
は
、
半
山
を
除
い
て
、
み
な
冬
の
蝉
の
よ
う
に
口
を
つ
ぐ

ん
で
し
ま
い
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
話
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
履
歴

か
ら
こ
の
間
の
経
歴
を
削
除
し
て
し
ま
い
、
人
生
の
中
に
亀
裂
が
で

き
て
し
ま
っ
た
者
す
ら
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
本
研
究
は

で
き
る
だ
け
早
く
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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台
湾
人
は
日
本
統
治
期
に
お
け
る
優
れ
た
海
外
経
験
も
台
湾
に
持

ち
帰
っ
た
。
中
国
東
北
部
で
教
鞭
を
執
っ
た
り
、
研
究
を
し
た
り
し

て
い
た
学
者
の
多
く
は
、
戦
後
、
台
湾
大
学
で
職
に
就
い
た
。
郭
松

根
・
黄
春
木
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
台
北
市
政
府
で
は
、
呉
三
連

が
市
長
に
就
任
し
た
前
後
に
、
一
四
名
の
東
北
グ
ル
ー
プ
が
職
に
就

い
た
。
例
え
ば
、
楊
蘭
洲
の
工
務
局
長
就
任
、
王
洛
の
台
北
衛
生
院

院
長
就
任
な
ど
で
あ
〉
103
〈

る
。
金
融
業
で
は
、
呉
金
川
・
高
湯
盤
な
ど
が

い
た
。
さ
ら
に
県
や
市
の
長
官
と
な
っ
た
者
も
い
る
。
台
中
県
長
の

何
金
生
や
、
彰
化
県
長
の
陳
錫
卿
、
そ
し
て
国
民
大
会
代
表
の
謝
報

な
ど
で
あ
る
。
技
術
者
も
台
湾
電
信
局
、
電
力
公
司
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も

言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
台
湾
は
地
理
的
な
位
置
や
、
歴
史
の
運
命
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
異
な
る
政
権
に
よ
っ
て
代
わ
る
代
わ
る
統
治
さ
れ
て

き
た
。
一
八
九
五
年
、
乙
未
の
）
16
（

役
で
台
湾
は
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
。

台
湾
人
は
も
と
も
と
漢
民
族
で
あ
っ
た
が
、
日
本
国
籍
と
な
り
、
清

朝
・
中
華
民
国
統
治
下
の
漢
民
族
と
は
異
な
る
国
籍
と
な
っ
た
。
一

方
、
台
湾
人
は
日
本
国
籍
で
は
あ
っ
た
が
、
大
和
民
族
で
は
な
く
、

台
湾
籍
民
で
あ
り
、
外
地
人
で
あ
っ
た
。
日
本
統
治
下
の
台
湾
を
指

し
て
、
第
四
種
人
だ
と
言
う
者
す
ら
い
〉
104
〈

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

台
湾
は
つ
ね
に
中
日
両
国
の
影
響
を
受
け
て
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、

自
立
し
た
自
治
を
持
つ
余
地
は
全
く
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
独
立
な

ど
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
政
治
の
変
化
が
極
端
に
速
か
っ
た
こ
と

も
、
台
湾
人
の
投
機
的
な
性
質
を
作
り
上
げ
た
。
だ
か
ら
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
表
れ
を
推
し
量
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
。
ま
た
そ
れ

も
絶
え
ず
政
治
に
従
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ

の
複
雑
な
心
性
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
く
研
究
し
て
い
く
意
義
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
の
研
究
に
は
ま
た
、
先
行
研
究
を
受
け
て
今
後
に
新
た
な
展

開
を
示
す
任
務
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
統
治
期
に
お
け
る
台
湾
人
の

海
外
活
動
の
研
究
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
戦
後
の
台

湾
人
の
海
外
活
動
、
特
に
政
治
・
商
業
・
学
術
活
動
に
お
い
て
、
留
学

生
・
反
体
制
運
動
者
・
亡
命
に
亡
命
を
重
ね
た
外
省
籍
移
民
な
ど
に
も

目
を
向
け
て
詳
細
な
研
究
を
始
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
注

〈
1
〉 

一
八
九
七
年
五
月
八
日
、「
台
湾
住
民
の
身
の
ふ
り
方
が
決
め

ら
れ
た
日
」
か
ら
、
台
湾
人
は
よ
う
や
く
日
本
国
籍
と
な
っ
た
。
そ

の
後
は
中
国
へ
行
く
た
め
の
「
渡
華
旅
券
」
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
現
在
、
日
本
の
外
交
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旅
券
資
料

の
う
ち
、
台
湾
に
関
す
る
旅
券
資
料
は
、
三
門
八
類
五
項
八
号
に
あ

る
。
一
八
九
七
年
か
ら
一
八
九
八
年
六
月
ま
で
の
旅
券
に
は
、
二
つ

の
欄
の
資
料
が
あ
る
。
一
つ
は
渡
航
の
目
的
で
、
も
う
一
つ
は
渡
航

先
の
地
名
で
あ
る
。

〈
2
〉 
豊
原
の
人
で
あ
る
謝
秋
濤
は
広
東
籍
の
身
分
で
満
洲
国
奉
天
省

の
役
所
の
技
正
〔
技
師
。
技
術
官
の
一
つ
〕、
警
務
庁
の
衛
生
課
長
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を
務
め
て
い
た
。
内
尾
直
『
康
徳
元
年
満
洲
国
名
士
録
』
東
京
：
人

事
興
信
所
、
一
九
三
四
年
、
八
八
、八
九
頁
。

〈
3
〉 
黒
幇
は
台
湾
籍
民
が
日
本
国
籍
の
特
権
を
利
用
し
て
作
っ
た
不

法
集
団
で
あ
る
。
こ
れ
は
台
湾
籍
民
の
中
の
ご
く
一
部
分
で
あ
る
。

す
で
に
多
く
の
研
究
者
が
黒
幇
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
例
え
ば

王
学
新
『
日
本
対
南
進
政
策
與
台
湾
黒
幇
籍
民
之
研
究
（
一
八
九
五

〜
一
九
四
五
）』
南
投
：
国
史
館
台
湾
文
献
館
、
二
〇
〇
九
年
な

ど
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
検
討
を
加
え
な
い
。

〈
4
〉 

例
え
ば
、
政
府
を
代
表
す
る
立
場
か
ら
書
か
れ
た
「
二
二
八
事

変
之
平
乱
」
は
、
事
件
発
生
の
遠
因
を
分
析
し
、
日
本
軍
に
よ
っ
て

南
洋
に
出
征
さ
せ
ら
れ
た
台
湾
人
が
一
六
万
人
お
り
、
失
業
者
が
多

か
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た

台
湾
人
浪
人
が
、
光
復
し
た
初
期
に
、
全
部
台
湾
に
帰
っ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
派
閥
抗
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
も
、
事
件
発
生
の
遠

因
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
二

二
八
事
件
資
料
選
輯
（
一
）』
台
北
：
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究

所
、
一
九
九
二
年
、
一
三
四

－
一
三
五
頁
。

〈
5
〉 

台
湾
総
督
府
『
台
湾
統
治
概
要
』
台
北
：
台
湾
総
督
府
、
一
九

四
五
年
、
四
九
頁
、〈（
ル
）帝
国
大
学
学
生
数
〉。

〈
6
〉 

福
建
檔
案
館
編
『
閩
台
関
係
檔
案
資
料
』
廈
門
：
鷺
江
出
版

社
、
一
九
九
二
年
、
一
三

－

一
四
頁
。
日
本
の
駐
廈
門
領
事
で
あ
っ

た
井
上
庚
二
郎
は
、
一
九
二
六
年
九
月
に
廈
門
に
い
た
台
湾
人
学
生

を
分
析
し
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
た
。
彼
ら
は
台
湾
で
の
成
績
が
よ

く
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
操
行
不
良
で
入
学
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る

い
は
入
学
し
た
が
授
業
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
て
退
学
に
さ
れ
た
、

あ
る
い
は
学
費
が
安
い
の
で
こ
こ
に
来
て
い
る
、
と
。

〈
7
〉 

南
満
医
学
堂
（
一
九
一
一
年
創
設
）
を
卒
業
し
た
者
は
七
名
、

満
洲
医
科
大
学
（
一
九
二
二
年
に
先
の
校
名
か
ら
改
称
）
を
卒
業
し

た
者
は
八
二
名
で
、
合
わ
せ
て
八
九
名
い
た
。
さ
ら
に
新
京
医
科
大

学
、
ハ
ル
ビ
ン
医
科
大
学
、
満
洲
開
拓
医
学
校
、
旅
順
医
学
専
門
学

校
、
満
洲
国
立
陸
軍
軍
医
学
校
を
含
め
る
と
、
三
四
人
に
な
る
。
ま

た
満
洲
国
に
お
い
て
、
台
湾
人
で
医
学
の
学
位
を
取
得
し
た
者
は
一

二
三
名
に
上
っ
た
。
許
雪
姫
「
日
治
時
期
台
湾
人
的
海
外
活
動
│
│

在
「
満
洲
」
的
台
湾
医
生
」『
台
湾
史
研
究
』
一
一
巻
二
期
、
二
〇

〇
四
年
一
二
月
、
六
六
頁
〈
在
満
洲
的
台
湾
人
医
生
表
〉
参
照
。

〈
8
〉 

台
湾
省
医
師
公
会
『
台
湾
省
医
師
公
会
五
五
年
度
会
員
名
冊
』

高
雄
：
台
湾
医
界
社
、
一
九
六
六
年
。
こ
の
中
の
「
出
身
学
校
」
の

一
覧
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
9
〉 

蔡
慧
玉
「
日
治
台
湾
的
俸
給
令
研
究
│
│
明
治
建
制
、
官
制
釈

疑
及
台
湾
基
層
行
政
」
汪
榮
祖
編
『
地
方
史
研
究
集
』
嘉
義
：
国
立

中
正
大
学
台
湾
人
文
研
究
中
心
、
二
〇
〇
七
年
、
一
五
七

－

一
六
〇

頁
。
判
任
官
〔
各
省
大
臣
、
府
県
知
事
な
ど
の
権
限
で
任
免
さ
れ
た

官
吏
の
身
分
。
高
等
官
の
下
に
あ
り
、
属
官
と
も
い
う
〕
は
俸
給
の

六
割
増
し
、
高
等
文
官
は
俸
給
の
五
割
増
し
で
あ
っ
た
。

〈
10
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
王
美
雪
記
録
「
林
永
倉
先
生
訪
問
紀
録
」
許
雪

姫
編
『
日
治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
台
北
：
中
央
研
究
院
近

代
史
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
、
三
四
八
頁
。

〈
11
〉 
陳
存
仁
『
抗
戦
時
代
生
活
史
』
桂
林
：
広
西
師
範
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
、
五
一
頁
。

〈
12
〉 

許
雪
姫
「
林
熊
祥
先
生
事
蹟
考
│
│
日
治
時
期
板
橋
林
家
研
究
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之
三
」
台
湾
大
学
歴
史
系
『
史
学
│
│
伝
承
與
変
遷
学
術
研
討
会
論

文
集
』
台
北
：
台
湾
大
学
、
一
九
九
八
年
、
四
四
二
頁
。
合
わ
せ
て

日
本
円
一
一
八
万
円
、
銀
貨
一
二
万
元
、
台
伏
〔
福
州
を
中
心
に
流

通
し
て
い
た
貨
幣
。「
台
伏
元
」
と
も
呼
ば
れ
る
〕
二
八
万
ド
ル

（
一
ド
ル
＝
〇
・
七
元
）
を
貸
し
出
し
て
い
た
。

〈
13
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
蔡
説
麗
・
呉
美
慧
記
録
「
林
坤
鐘
先
生
訪
問
紀

録
」『
口
述
歴
史
』
第
五
期
、
一
九
九
四
年
六
月
、
六
一

－

七
六
頁
。

〈
14
〉 

南
支
那
研
究
所
編
纂
『
南
支
那
年
鑑
』
昭
和
一
四
年
版
、
台

北
：
台
湾
実
業
社
、
一
九
三
九
年
、
一

－

二
〇
頁
「
廈
門
居
留
民
会

名
簿
（
昭
和
一
四
年
一
月
現
在
）」。
そ
の
中
の
「
商
号
、
勤
先
」

（
商
号
と
勤
め
先
）
か
ら
、
彼
ら
の
大
半
が
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

〈
15
〉 

王
詩
琅
訳
『
台
湾
社
会
運
動
史
│
│
文
化
活
動
』
台
北
：
稲
郷

出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
八
五
頁
。
郭
瑋
「
大
連
地
区
建
国
前
的

台
湾
人
及
其
組
織
状
況
」『
大
連
文
史
資
料
』
六
期
、
一
九
八
九

年
、
六
七

－

七
四
頁
。

〈
16
〉 J,2 ,2 ,13 ‒7

旅168 ,63421 .7 .727

彭
華
英
旅
券
資
料
、
日
本
外

交
史
料
館
所
蔵
。013 .81 /4212

（35 .4 ‒36 .12

）「
彭
華
英
等
戦
犯

審
理
案
」
檔
案
局
所
蔵
。

〈
17
〉 

中
華
全
国
台
湾
同
胞
聯
誼
会
編
『
台
湾
同
胞
抗
日
五
〇
年
紀

実
』
北
京
：
中
華
婦
女
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
五
七
五

－

五
七
八

頁
。

〈
18
〉 

永
江
清
吾
『
台
湾
の
軍
夫
』
台
北
：
サ
カ
マ
キ
商
行
、
一
九
四

一
年
、
一
二
六
頁
。
こ
の
と
き
の
任
務
で
は
三
人
が
病
に
か
か
っ
て

亡
く
な
っ
た
。

〈
19
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
蔡
説
麗
記
録
「
李
太
平
先
生
訪
問
紀
録
」
中
央

研
究
院
近
代
史
研
究
所
『
口
述
歴
史
』
第
五
期
、
一
九
九
四
年
六

月
、
八
七

－

八
九
頁
。
李
太
平
は
台
南
州
の
出
身
で
あ
る
。
竹
内
清

『
事
変
と
台
湾
人
』
東
京
：
日
満
新
興
文
化
協
会
、
一
九
四
〇
年
、

九
三

－

一
二
八
頁
。

〈
20
〉 

「
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
」
冊
二
三
五
九
、
大
正
四
年
四
月
一

二
日
、
台
中
庁
長
枝
徳
二
致
民
政
長
官
内
田
嘉
吉
「
国
籍
喪
失
ニ
関

ス
ル
件
」、M

2 ,5 ,0 ,4 ‒50

本
邦
各
国
外
交
領
事
官
及
館
員
異
動
関
係

雑
件
、
満
洲
国
ノ
部
、
昭
和
一
〇
年
五
月
三
日
天
津
発
、
外
務
省
五

月
三
〇
日
著
、
第
一
三
四
号
（
至
急
、
極
秘
）。

〈
21
〉 

許
雪
姫
「
是
勤
王
還
是
叛
国
│
│
「
満
洲
国
」
外
交
部
総
長
謝

介
石
的
一
生
及
其
認
同
」『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』
第

五
七
期
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
九
四

－

九
九
頁
。

〈
22
〉 

中
西
利
八
『
満
華
職
員
録
』
四

－

五
、
二
一
、二
五
、四
五
、五

二
、五
四
頁
。

〈
23
〉 

「
居
住
長
春
台
湾
省
民
名
簿
」
民
国
三
五
年
一
月
二
八
日
、
中

国
南
京
第
二
檔
案
館
所
蔵
。
こ
の
資
料
は
中
正
大
学
歴
史
学
部
の
張

建
俅
副
教
授
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
感
謝
の
意

を
表
す
る
。

〈
24
〉 

『
大
同
学
院
同
窓
会
名
簿
』
新
京
：
大
同
学
院
、
一
九
四
二

年
、
五
四
頁
。

〈
25
〉 

偽
満
時
期
資
料
重
刊
編
委
会
編
『
満
洲
国
政
府
公
報
』
影
印

本
、
瀋
陽
：
遼
瀋
書
社
、
一
九
九
〇
年
。

〈
26
〉 
中
西
利
八
『
満
華
職
員
録
』
八
六
八
、八
七
七
、八
八
〇
、八
八

六
、八
八
九
、八
九
一
、八
九
四
、八
九
七
頁
。
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〈
27
〉 

中
西
利
八
『
満
華
職
員
録
』
九
一
三

－

九
一
五
頁
。
そ
の
他
、

許
雪
姫
訪
問
、
黄
美
滋
記
録
「
百
年
憶
往
│
│
荘
泗
川
先
生
訪
談
記

録
」
許
雪
姫
編
『
戒
厳
時
期
政
治
案
件
専
題
研
討
会
論
文
曁
口
述
歴

史
記
録
』
台
北
：
財
団
法
人
戒
厳
時
期
不
当
叛
乱
曁
匪
諜
審
判
案
件

補
償
基
金
会
、
二
〇
〇
三
年
、
一
五
八
頁
も
参
照
。

〈
28
〉 

中
西
利
八
『
満
華
職
員
録
』
九
一
八

－

九
二
〇
、九
二
二
頁
。

〈
29
〉 

中
西
利
八
『
満
華
職
員
録
』
九
二
五
、九
二
七
、九
二
九

－
九

三
〇
頁
。

〈
30
〉 

編
者
不
明
『
華
北
政
府
職
員
録
』
一
九
四
三
年
、
一
〇
六
、二

四
五
、三
三
四
頁
。
原
書
は
完
全
で
は
な
い
が
、
中
国
瀋
陽
の
遼
寧

省
図
書
館
に
所
蔵
。
当
館
の
呉
利
薇
館
員
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ

と
を
感
謝
す
る
。

〈
31
〉 

中
華
全
国
台
湾
同
胞
聯
誼
会
編
『
台
湾
同
胞
抗
日
五
〇
年
紀

実
』
五
八
四

－

五
八
七
頁
。

〈
32
〉 

『
華
北
政
府
職
員
録
』
三
〇
五
頁
、
中
西
利
八
『
満
華
職
員

録
』
九
二
二
頁
。

〈
33
〉 

北
京
大
学
歴
史
系
『
北
京
史
』
増
訂
版
、
北
京
：
北
京
出
版

社
、
一
九
九
九
年
、
四
四
一
頁
。

〈
34
〉 

日
本
外
務
省
外
交
史
料
館
「
海
外
旅
券
下
付
（
付
与
）
返
納
表

進
達
一
件
（
付
与
明
細
票
を
含
む
）」
旅14 : 783

「
台
北
県
海
外
旅

行
券
下
附
」
商
売
以
外
は
、
大
半
が
親
族
訪
問
、
墓
参
、
寺
廟
参

拝
、
焼
香
な
ど
で
あ
る
。

〈
35
〉 

南
支
那
研
究
所
編
纂
『
南
支
那
年
鑑
』
昭
和
一
四
年
版
、
四
、

八
頁
。

〈
36
〉 

李
天
生
『
天
星
回
憶
録
』
高
雄
：
自
家
版
、
出
版
年
代
不
明
、

七
四

－
一
〇
八
頁
。

〈
37
〉 

許
雪
姫
「
日
治
時
期
台
湾
人
的
海
外
活
動
│
│
在
「
満
洲
」
的

台
湾
医
生
」『
台
湾
史
研
究
』
一
一
巻
二
期
、
二
〇
〇
四
年
一
二

月
、
六
六

－

六
七
頁
。

〈
38
〉 

王
河
盛
『
台
湾
県
史
・
人
物
篇
』
台
東
：
台
東
県
政
府
、
二
〇

〇
一
年
、
七
五
頁
。

〈
39
〉 

南
支
那
研
究
所
編
纂
『
南
支
那
年
鑑
』「
廈
門
居
留
民
会
名

簿
」
一

－

二
〇
頁
。

〈
40
〉 A

5 ,3 ,0 ,3 ‒2

「
台
湾
人
関
係
雑
件 

在
外
台
湾
人
事
情
関
係
」
亜

細
亜
局
機
密
第
五
五
六
号
「
台
湾
籍
民
関
係
事
項
調
査
方
ニ
関
ス
ル

件
」
廈
門
。

〈
41
〉 

竹
内
清
『
事
変
と
台
湾
人
』
一
三
一
、一
三
八
頁
。

〈
42
〉 

林
え
い
だ
い
『
台
湾
の
大
和
魂
』
東
京
：
東
方
出
版
、
二
〇
〇

〇
年
、
第
四
章
海
南
島
、
九
九

－

一
一
七
頁
。

〈
43
〉 

周
佛
海
著
、
蔡
徳
金
編
註
『
周
佛
海
日
記
全
編
』
北
京
：
中
国

文
聯
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
七
一
、二
八
一
、二
八
三
、二
八

五
、五
六
四
、五
八
五
、六
四
〇
、六
四
一
、六
四
三
頁
。

〈
44
〉 

彭
淑
貞
「
為
夫
無
辜
受
押
沈
冤
莫
白
呈
請　

察
枉
情
主
持
正
義　

乞
迅
拯
救
由
」
周
琇
環
・
欧
素
瑛
編
『
二
二
八
事
件
檔
案
彙
編
（
三
）

│
│
台
湾
高
等
法
院
檔
案
』
台
北
県
新
店
：
国
史
館
、
二
〇
〇
二

年
、
九
三
頁
。
南
京
市
檔
案
館
『
審
訊
汪
偽
漢
奸
筆
録
』（
上
）、
江

蘇
：
江
蘇
省
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
二
四
〇

－

二
四
三
頁
。

彭
盛
木
の
妹
は
、
彭
盛
木
が
日
本
人
の
手
に
か
か
っ
て
殺
さ
れ
た
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
だ
が
『
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
│
│
創
立
八
十

周
年
記
念
誌
』
社
団
法
人
滬
友
会
、
一
九
八
二
年
、
五
〇
一
頁
に
よ
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る
と
、
彭
は
戦
後
ま
も
な
く
、
上
海
の
福
民
医
院
で
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
妻
の
李
紫
荇
は
台
湾
に
帰
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

〈
45
〉 
編
者
不
明
『
汪
偽
政
府
所
属
各
機
関
部
隊
学
校
団
体
重
要
大
員

名
録
』
三
四
頁
「
参
賛
武
官
公
署
」。
こ
の
書
は
戦
後
、
一
九
四
四

年
一
二
月
の
資
料
を
も
と
に
編
集
・
印
刷
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

〈
46
〉 

著
者
不
明
「
藍
家
精
先
生
行
誼
」。
一
九
八
〇
年
一
一
月
二
九

日
に
亡
く
な
っ
た
。

〈
47
〉 

花
村
一
平
『
中
国
革
命
の
舞
台
│
│
北
京
・
岩
元
公
館
』
原
書

房
、
一
九
七
三
年
。

〈
48
〉 

劉
捷
『
我
的
懺
悔
録
』
台
北
：
九
歌
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、

八
九

－

一
一
八
頁
。

〈
49
〉 

黄
英
哲
・
許
雪
姫
「
楊
基
振
日
記
│
│
日
本
占
領
下
の
北
京
に

生
き
た
台
湾
人
日
本
鉄
道
キ
ャ
リ
ア
の
記
録
」『
植
民
地
文
化
研

究
』
二
、
二
〇
〇
三
年
、
一
九
二

－
二
〇
〇
頁
。

〈
50
〉 

「
居
住
長
春
台
湾
省
民
名
簿
」
民
国
三
五
年
一
月
二
八
日
。

〈
51
〉 

呂
訴
上
『
台
湾
電
影
戯
劇
史
』
台
北
：
銀
華
出
版
社
、
一
九
六

一
年
、
二
二
頁
。

〈
52
〉 

山
口
猛
『
幻
の
キ
ネ
マ
満
映
│
│
甘
粕
正
彦
と
活
動
屋
群
像
』

平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
、
四
一
四
、四
五
一
、四
五
九
、四
六
六
、四

七
二
、四
八
二
、四
八
六
、四
八
八
頁
。

〈
53
〉 

丘
念
台
『
嶺
海
微
飆
』
台
北
：
中
華
日
報
社
、
一
九
七
六
年
再

版
、
二
四
二
頁
。

〈
54
〉 

丘
念
台
『
嶺
海
微
飆
』
二
四
六
頁
。

〈
55
〉 Jiu-jung Lo, “ Trials of Taiwanese as H

anjians or W
ar 

C
rim

inals and the Postwar Search for Taiwanese Identity,”  in 
K

ai-wing 
C

how, 
K

evin 
M

. 
D

oak 
and 

Pushek 
Fu, 

ed., 
Constructing N

ationhood in M
odern East Asia , 

A
nn 

A
rbor: 

U
niversity of M

ichigan Press, 2001 , p. 289 .

〈
56
〉 

第
三
戦
区
金
厦
漢
奸
案
件
処
理
委
員
会
『
閩
台
漢
奸
罪
行
紀

実
』
廈
門
：
廈
門
江
聲
文
化
出
版
社
、
一
九
四
七
年
、
三
〇
、一
二

一
頁
。

〈
57
〉 Jiu-jung Lo, op. cit., p. 291 .

〈
58
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
曽
金
蘭
記
録
「
呉
左
金
先
生
訪
問
紀
録
」『
口

述
歴
史
』
第
五
期
、
一
一
七
頁
。

〈
59
〉 

編
者
不
明
『
汪
偽
政
府
所
属
各
機
関
部
隊
学
校
団
体
重
要
人
員

名
録
』
一
五
頁
〈
外
交
部
〉。
呉
敦
礼
は
名
を
呉
克
竣
と
変
え
て
い

た
。

〈
60
〉 

林
鷹
（
林
子
瑾
）「
就
台
人
処
置
而
言
」『
新
台
湾
』
第
三
期
、

一
九
四
六
年
四
月
、
二
頁
。

〈
61
〉 

台
湾
省
旅
平
同
郷
会
、
台
湾
革
新
同
志
会
「
関
於
処
理
台
湾
人

産
業
之
意
見
」『
新
台
湾
』
創
刊
号
、
一
九
四
六
年
二
月
、
五
頁
。

台
湾
重
建
協
会
「
為
台
湾
同
胞
講
幾
句
話
」『
新
台
湾
』
第
二
期
、

一
九
四
六
年
三
月
、
一
〇
頁
。

〈
62
〉 

『
新
台
湾
』
第
三
期
、
一
八
頁
。
一
九
四
六
年
三
月
二
一
日
の

行
政
院
軍
事
委
員
会
、
及
び
三
月
二
一
日
の
中
央
社
が
重
慶
か
ら
各

新
聞
社
に
知
ら
せ
た
。
三
月
二
二
日
、『
華
北
日
報
』
及
び
天
津
の

『
大
公
報
』
が
、
台
湾
人
の
私
有
財
産
は
現
行
法
に
よ
っ
て
保
護
を

受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
接
収
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
、
と
い
う
発
表

を
載
せ
た
。
頼
澤
涵
・
黄
富
三
・
黄
秀
政
・
呉
文
星
・
許
雪
姫
『「
二
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二
八
事
件
」
研
究
報
告
』
台
北
：
時
報
文
化
出
版
、
一
九
九
四
年
、

初
版
三
刷
、
三
七
頁
、
註
一
〇
六
よ
り
引
用
。

〈
63
〉 
『
民
主
報
』
一
九
四
六
年
一
月
二
〇
日
、
四
面
、「
留
居
内
地
台

人
処
理
辦
法　

在
日
軍
服
務
者
暫
不
区
分
」。

〈
64
〉 

何
鳳
嬌
「
戦
後
接
運
旅
外
台
胞
返
籍
初
探
」『
台
湾
風
物
』
五

〇
巻
二
期
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
一
六
八
頁
。

〈
65
〉 

張
建
俅
「
田
園
将
蕪
胡
不
帰
？
戦
後
広
州
地
区
台
胞
処
境
及
返

籍
問
題
之
研
究
」『
台
湾
史
研
究
』
六
巻
一
期
、
一
九
九
九
年
六

月
、
一
三
七
頁
。

〈
66
〉 

満
洲
に
い
た
台
湾
人
が
ど
の
よ
う
に
台
湾
に
帰
っ
た
か
に
つ
い

て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
開
原
に
い
た
合
わ
せ

て
二
、三
〇
人
の
台
湾
人
を
例
に
挙
げ
る
。
彼
ら
は
ま
ず
国
民
政
府

軍
の
高
級
参
謀
の
協
力
を
得
て
、
汽
車
の
一
車
両
を
手
配
し
、
台
湾

人
を
乗
せ
た
。
さ
ら
に
兵
を
派
遣
し
て
護
送
し
て
も
ら
い
、
無
事
に

瀋
陽
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
続
い
て
錦
州
で
船
を
待
ち
、

天
津
に
行
こ
う
と
し
た
。
一
か
月
余
り
待
っ
た
が
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
の
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ａ
に
難
民
証
を
申
請
し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ａ

の
援
助
を
得
て
、
よ
う
や
く
天
津
に
た
ど
り
着
い
た
。
天
津
で
他
の

台
湾
人
と
合
流
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
和
生
輪
」
に
乗
っ
て
上
海
に
着

い
た
。
ま
た
二
〇
日
余
り
待
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
招
商
局
の
台
湾

行
き
の
船
に
搭
乗
し
た
。
許
雪
姫
訪
問
、
呉
美
慧
記
録
「
黄
順
記
先

生
訪
問
紀
録
」『
口
述
歴
史
』
第
六
期
、
一
九
九
五
年
七
月
、
二
〇

九
頁
を
参
照
。

〈
67
〉 

「
居
住
長
春
台
湾
省
民
名
簿
」
及
び
長
春
台
湾
同
協
会
が
陳
儀

長
官
に
出
し
た
手
紙
。

〈
68
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
鄭
鳳
凰
記
録
「
涂
南
山
先
生
訪
問
記
録
」
未
刊

行
。
胡
慧
玲
等
取
材
記
録
『
白
色
封
印
』
台
北
：
国
家
人
権
紀
念
館

籌
備
処
、
二
〇
〇
四
年
、
八
〇

－

八
三
頁
「
涂
南
山
│
│
煉
獄
與
天

堂
」。

〈
69
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
鄭
鳳
凰
記
録
「
林
更
味
女
士
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
三
九
〇
頁
。
台
湾
大
学
同
学
会
編

印
『
台
大
畢
業
同
学
録
』
台
北
：
台
湾
大
学
同
学
会
、
一
九
五
二

年
、
二
五
頁
。

〈
70
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
鄭
鳳
凰
記
録
「
葉
鳴
岡
先
生
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
五
四

－

五
五
頁
。
台
湾
大
学
同
学

会
編
印
『
台
大
畢
業
同
学
録
』
九
六
頁
。

〈
71
〉 

『
台
湾
民
報
』
第
二
九
五
号
、
一
一
頁
。
呉
銅
編
『
台
湾
医
師

名
鑑
』
台
中
：
台
湾
医
薬
新
聞
社
、
一
九
五
四
年
、
一
一
九
頁
。

〈
72
〉 

「
為
呈
請
指
定
輪
使
接
回
東
北
台
胞
由
」
長
春
台
湾
省
同
郷
会

会
長
郭
松
根
、
中
華
民
国
三
五
年
二
月
二
三
日
。
南
京
第
二
檔
案
館

所
蔵
。

〈
73
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
蔡
説
麗
記
録
「
許
文
華
先
生
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
四
一
八

－

四
一
九
頁
。

〈
74
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
王
美
雪
・
鄭
鳳
凰
記
録
「
洪
在
明
先
生
訪
問
紀

録
」『
日
治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
三
二
三
頁
。

〈
75
〉 

『
建
国
大
学
同
窓
会
名
簿
』
一
九
八
八
年
、
一
〇
八
頁
。

〈
76
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
呉
美
慧
記
録
「
顔
再
延
先
生
訪
問
紀
録
」『
高

雄
市
二
二
八
相
関
人
物
訪
問
紀
録
』
上
冊
、
台
北
：
中
央
研
究
院
近

代
史
研
究
所
、
一
九
九
五
年
、
三
五
三

－

三
五
五
頁
。
顔
再
延
は
顔

再
策
の
弟
で
、
医
師
で
あ
る
。
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〈
77
〉 

許
雪
姫
「
台
湾
光
復
初
期
的
民
変
│
│
以
嘉
義
三
二
事
件
為

例
」
頼
澤
涵
編
『
台
湾
光
復
初
期
歴
史
』
台
北
：
中
央
研
究
院
中
山

人
文
社
会
科
学
研
究
所
〔
現
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心
〕、
一
九
九

三
年
、
一
八
七

－

一
八
九
頁
。

〈
78
〉 

頼
澤
涵
等
『「
二
二
八
事
件
」
研
究
報
告
』
九
一
頁
。

〈
79
〉 

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
『
二
二
八
事
件
資
料
選
輯
（
六
）』

台
北
：
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
九
七
年
、
四
二
八
頁

「
前
台
湾
省
警
備
司
令
部
直
接
受
理
二
二
八
事
変
案
件
已
決
人
犯
名

冊
」。

〈
80
〉 

「
台
湾
高
等
法
院
刑
事
判
決
民
国
三
十
九
年
度
訴
字
第
六
号
」、

「
台
湾
高
等
法
院
判
決
四
十
一
年
度
訴
字
第
一
号
」
民
国
四
一
年
二

月
一
四
日
、
台
湾
高
等
法
院
檔
案
、
木
柵
所
蔵
。

〈
81
〉 

「
台
湾
高
等
法
院
刑
事
判
決
民
国
三
十
九
年
度
訴
字
第
六
号
」、

「
台
湾
高
等
法
院
判
決
四
十
一
年
度
訴
字
第
一
号
」
民
国
四
一
年
二

月
一
四
日
、
台
湾
高
等
法
院
檔
案
、
木
柵
所
蔵
。

〈
82
〉 

「
台
湾
高
等
法
院
刑
事
判
決
民
国
四
十
一
年
度
訴
字
第
一
号
」。

〈
83
〉 

「
台
湾
保
安
司
令
部
」（
四
〇
）
安
潔
字
第
三
八
六
六
号
判
決
書

に
よ
り
、
一
〇
年
の
有
期
懲
役
処
分
と
さ
れ
、
公
権
を
一
〇
年
間
剥

奪
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。
彼
は
こ
の
判
決
書
を
見
る
と
怒
っ
て
破
り
捨

て
た
。
一
九
九
八
年
一
一
月
一
六
日
、
軍
官
区
司
令
部
軍
法
処
に
再

び
証
明
を
申
請
し
、
軍
法
処
は
（
八
七
）
処
刑
字
第
五
七
三
七
号
に

よ
り
名
誉
を
回
復
し
た
。

〈
84
〉 

台
湾
大
学
同
学
会
編
印
『
台
大
畢
業
同
学
録
』
七
頁
。

〈
85
〉 

台
湾
大
学
同
学
会
編
印
『
台
大
畢
業
同
学
録
』
五
頁
。

〈
86
〉 

許
及
訓
「
医
界
怪
医
郭
松
根
」『
旁
観
雑
誌
』
第
三
期
、
一
九

五
一
年
二
月
、
二
六

－

二
七
頁
。

〈
87
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
王
美
雪
記
録
「
林
黄
淑
麗
（
素
華
）
女
士
訪
問

紀
録
」『
日
治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
一
四
二
頁
。

〈
88
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
何
金
生
記
録
「
何
金
生
先
生
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
一
七
六
頁
。
許
雪
姫
訪
問
、
蔡
説

麗
記
録
「
陳
嘉
樹
、
陳
高
絃
夫
婦
、
陳
正
徳
先
生
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
五
二
二
頁
。

〈
89
〉 

『
国
聲
報
』
民
国
三
五
年
一
〇
月
一
二
日
、
三
六
年
一
月
四
日
。

〈
90
〉 

呉
三
連
口
述
、
呉
豊
山
撰
記
『
呉
三
連
回
憶
録
』
台
北
：
自
立

晩
報
社
文
化
出
版
部
、
一
九
九
二
年
、
一
版
四
刷
、
一
二
九
頁
。

〈
91
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
呉
美
慧
・
曽
金
蘭
記
録
「
楊
蘭
洲
先
生
訪
問
紀

録
」『
口
述
歴
史
』
第
五
期
、
一
五
八
頁
。
彼
は
職
に
就
い
た
時
期

を
一
九
五
二
年
一
〇
月
七
日
と
言
っ
て
い
る
が
、
一
九
五
〇
年
二
月

と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
台
北
市
政
府
人
事
室
編
印
『
台
北
市
各
機
関

職
員
通
訊
録
』
一
九
五
三
年
一
〇
月
、
一
七
頁
。

〈
92
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
呉
美
慧
記
録
「
呉
金
川
先
生
訪
問
紀
録
」『
口

述
歴
史
』
第
五
期
、
一
四
一
頁
。

〈
93
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
蔡
説
麗
記
録
「
許
文
華
先
生
訪
問
記
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
四
一
一
頁
。

〈
94
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
何
金
生
記
録
「
何
金
生
先
生
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
一
九
七

－

二
一
七
頁
。

〈
95
〉 

新
台
湾
出
版
社
編
輯
室
編
『
台
湾
名
人
集
』
第
一
集
、
出
版
地

不
詳
、
新
台
湾
出
版
社
、
一
九
五
三
年
、
四
八

－

六
〇
頁
。

〈
96
〉 
許
雪
姫
訪
問
、
蔡
説
麗
記
録
「
陳
許
碧
梧
女
士
訪
問
紀
録
」

『
口
述
歴
史
』
第
五
期
、
二
六
一

－

二
六
七
頁
。
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〈
97
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
呉
美
慧
・
丘
慧
君
記
録
「
謝
報
先
生
訪
問
紀

録
」『
口
述
歴
史
』
第
五
期
、
二
〇
八

－

二
一
〇
頁
。

〈
98
〉 
傅
慶
騰
「
傅
慶
騰
回
憶
録
」『
日
治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾

人
』
五
四
七
頁
。

〈
99
〉 

台
湾
電
力
公
司
人
事
室
編
『
台
湾
電
力
公
司
職
員
録
』
台
北
：

台
湾
電
力
公
司
人
事
室
、
一
九
四
八
年
、
四
、六
頁
。

〈
100
〉 

傅
慶
騰
「
傅
慶
騰
回
憶
録
」『
日
治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾

人
』
五
七
四
頁
。

〈
101
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
鄭
鳳
凰
記
録
「
楊
藏
嶽
先
生
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
四
五
二

－

四
五
三
頁
。

〈
102
〉 

許
雪
姫
訪
問
、
王
美
雪
記
録
「
陳
永
祥
先
生
訪
問
紀
録
」『
日

治
時
期
在
「
満
洲
」
的
台
湾
人
』
五
〇
〇

－
五
〇
三
頁
。

〈
103
〉 

台
北
市
政
府
人
事
室
編
印
『
台
北
市
各
機
関
職
員
通
訊
録
』
一

九
五
三
年
一
〇
月
、
八
一
、八
五
頁
。

〈
104
〉 

林
歳
徳
『
私
の
抗
日
天
命
│
│
あ
る
台
湾
人
の
記
録
』
社
会
評

論
社
、
一
九
九
四
年
、
一
三
、一
五
頁
。

訳
注

（
1
） 

訓
導
は
旧
制
小
学
校
に
お
け
る
正
規
の
教
員
の
称
、
教
諭
は
旧

制
中
等
学
校
に
お
け
る
正
規
の
教
員
の
称
。

（
2
） 

台
北
板
橋
に
住
ん
だ
林
家
の
屋
号
。
福
建
省
漳
州
に
祖
を
持
つ

こ
の
一
族
は
、
米
穀
業
で
財
を
成
し
、
台
湾
の
開
発
に
も
力
を
入
れ

た
。

（
3
） 

一
九
二
一
年
、「
民
智
の
啓
蒙
」
を
目
標
に
掲
げ
、
多
く
の
知

識
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
民
間
団
体
。
台
湾
民
族
運
動
の
一
環
と

見
な
さ
れ
、
弾
圧
を
受
け
る
。
組
織
の
分
裂
と
会
員
の
逮
捕
に
よ

り
、
一
九
三
〇
年
に
消
滅
。

（
4
） 

一
九
二
七
年
に
結
成
さ
れ
た
政
治
結
社
。
当
初
、
台
湾
民
族
運

動
の
中
で
は
穏
健
派
と
見
な
さ
れ
た
が
、
一
九
三
一
年
に
解
散
さ
せ

ら
れ
る
。

（
5
） 

原
文
は
黒
熱
病
。
チ
ョ
ウ
バ
エ
に
よ
っ
て
お
こ
る
伝
染
病
。

（
6
） 

国
民
政
府
軍
事
委
員
会
調
査
統
計
局
の
略
で
、
日
中
戦
争
期
に

お
け
る
国
民
党
の
特
務
機
関
。

（
7
） 

日
本
軍
と
そ
の
手
先
及
び
傀
儡
政
権
を
指
す
。

（
8
） 

一
九
四
五
年
九
月
に
中
華
民
国
国
民
政
府
が
、
台
湾
を
接
収
し

統
治
す
る
た
め
に
作
っ
た
特
別
行
政
組
織
。
二
・
二
八
事
件
後
の
一

九
四
七
年
五
月
に
廃
止
さ
れ
て
、
台
湾
省
政
府
と
な
る
。
略
称
、
長

官
公
署
。

（
9
） 

原
文
は
「
雖
身
処
曹
営
而
心
猶
在
漢
室
」。『
三
国
志
演
義
』
の

故
事
に
基
づ
く
。
関
羽
が
曹
操
軍
に
捕
わ
れ
て
い
た
時
の
心
境
と
さ

れ
、
敵
方
に
身
を
置
い
て
い
る
が
、
心
は
本
来
の
場
所
に
あ
る
こ
と

を
表
す
。

（
10
） 

台
中
に
お
い
て
、
二
・
二
八
事
件
の
後
、
謝
雪
紅
・
鍾
逸
人
・

蔡
鉄
城
等
が
指
揮
し
て
作
っ
た
国
民
党
に
対
抗
す
る
武
装
民
兵
組

織
。
二
七
と
い
う
数
字
は
、
二
・
二
八
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
、
二

月
二
七
日
の
タ
バ
コ
売
り
暴
行
事
件
に
由
来
す
る
。

（
11
） 
浙
江
財
閥
の
巨
頭
。
満
洲
国
崩
壊
後
に
、
国
民
政
府
の
命
を
受

け
、
中
国
東
北
部
の
接
収
活
動
に
当
た
る
。
日
本
で
は
、
字
の
張
公

権
で
知
ら
れ
る
。
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（
12
） 

学
校
教
育
を
視
察
・
監
督
す
る
官
吏
。

（
13
） 

試
補
は
、
あ
る
官
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
官
庁
の
事
務
を
実
地
に

練
習
す
る
も
の
。

（
14
） 
阜
新
は
現
在
の
遼
寧
省
阜
新
市
。

（
15
） 

原
籍
は
台
湾
に
あ
る
が
、
日
本
統
治
期
に
中
国
大
陸
（
俗
に
唐

山
と
い
う
）
に
居
住
し
、
戦
後
、
台
湾
に
帰
っ
て
き
た
国
民
党
の

人
々
を
指
す
。
半
山
仔
と
も
い
う
。

（
16
） 

下
関
条
約
の
後
、
台
湾
に
上
陸
し
た
日
本
軍
と
、
抵
抗
す
る
台

湾
住
民
や
清
国
の
残
兵
と
の
間
で
起
こ
っ
た
戦
闘
。
住
民
ら
は
「
台

湾
民
主
国
」
を
建
て
て
抵
抗
し
た
が
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
て
平

定
さ
れ
た
。


